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れた. また, 中級者になると, ランバックの候補手が現れるようになり, ランバックを決
定手として選択するようになるが, 上級者になると, ランバックの危険性を知るように
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援 DB システム「iCE」[2], 物理シミュレーションを用いて理想的なデジタルカーリングコ
ンディションを提案することで戦術のみを議論できる環境を整えたデジタルカーリングシ
ステムなどが存在する[3]. また, このシステムの環境下においてカーリングをプレイする



























 カーリングは, 1 チーム 4 人から構成される 2 チームが競うスポーツであり, 氷上のシー
トで行われる.  図 2.1 は, カーリングのシートを上から見た図であり, 水色で示される領域
はフリーガードゾーンである.  
 
図 2.1 カーリングのシート(水色領域：フリーガードゾーン) 
 
ストーンを投げる順番によって 4 つのポジション(リード・セカンド・サード・スキップ)
に分かれており, 1 人 2 投ずつストーンを投げる. 各チームがストーンを交互に８投ずつ投
げ終えた後, 得点計算をする. この区切りを 1 エンドと呼び,一般に 1 試合で 8 エンドもし
くは 10 エンドを行って総得点を競う.  




る. ストーンの一部がハウスに少しでも入っていれば, そのストーンは得点対象になる. 得
点の数え方については, No.1 ストーンを持たないチームの最もハウス中心に近いストーン
より内側のストーンの数が得点となる. 両チームが 8 投ずつストーンを投げ終えた後に, ハ
ウスにかかっているストーンが 1 つもない場合は, ブランクエンドとなり, 両チームの得点
は 0 となる.  
 また, カーリングの特徴的なルールとして, フリーガードゾーンルールがある. フリーガ
ードゾーンとは, 図 2.1 に示されている水色の領域のことを示しており, 現在広く採用され
ている 5 ロックルールにおいては, 先攻のセカンド 1 投目を投げ終えるまで, フリーガード
ゾーンにあるストーンをホッグラインとバックライン間の領域から出すことはできない. 
もし出してしまった場合, 出されたストーンは元の場所に戻される.  
次に, カーリングのミックスダブルスのルールについて説明する. チームは, 男女 1 名ず
つの 2 名から構成され, 8 エンドで行われる. 各チームは, ストーンを 5 投ずつ投げる. スト
ーンを最初に投げるプレイヤは, そのエンドの最後のストーンを投げなければならない. 
これに伴って, もう 1 人のプレイヤは, そのエンドの 2, 3, 4 投目のストーンを投げなけれ
ばならない. 各エンドの先攻チームの 2 投目までは, シートにある全てのストーンをプレイ
エリアの外に出すことはできない. もし出してしまった場合, 出されたストーンは元の場
所に戻される.  
各エンドを始める前に, 各エンドのストーン配置の決定権を持ったチームは, 図 2.2 のよ
うに自分のチームのストーン 1 個を「A」または「B」に置く. もう一方のチームは空いて
いる方にチームのストーンを置く. ただし, 試合中に一度だけ, 各チームがストーン配置の




た, 「A」の位置は, 図 2.2-2.3 に示している 6 箇所の内の 1 箇所であり, 「B」の位置は, 図





































相手のストーンを 2 つ（３つ）同時にはじき出すショット 
⚫ タップバック 







⚫ No.X ストーン (X:自然数) 














 カーリングプレイヤの思考過程を分析した研究として, 板倉らの研究が挙げられる[6]. 
この研究では, 将棋や囲碁などで行われている次の一手問題をカーリングにて行うことに
よって, プレイヤの熟達度と思考過程の違いを調査した. 板倉らは, これらを調べるにあた
って, 北見工業大学カーリング部員を初級者(プレイ経験 1, 2 年以内), 中級者(プレイ経験
2 年以上で道内の大会で戦えるレベル), 上級者(プレイ経験 3 年以上で国内上位レベル)の 3
グループに分けた. また, 実験にて使用した課題局面は, 回答が一意に定まりにくく, 候補
手の手が広い問題を 15 問用意した. これらの問題を実験参加者に対してパソコンモニター
上に提示して, 次のショットを決定するまでに自由に発話させ, その様子はビデオカメラ




⚫ 平均回答時間  ：初級者が最も思考時間が短く, 中級者が最も長い 
⚫ 読みの広さの平均：中級者が最も多くの候補手を挙げた 
⚫ 読みの深さの平均：初級者が最も少なく, 上級者が最も多い 
 




























た上で, 読みの広さと深さに差が出るかを調べた. 一般的に, スキップはチームにおける司
令塔的な役割をすることが多いとされているポジションである. 調べた結果, スキップの
















場合には, チームメイト同士で議論をさせることによって, 次のショットを決定させ, また, 
個人である場合には, 考えていることを発話させることによって, 次のショットを決定さ
せた. ショット決定後には, 実験担当者から質問を行うことで, より詳細な思考を発話させ




うに分類した. チーム B3 については, スキップの選手のみプレイ経験が 1 年以上 2 年未満
であり, その他のポジションの選手はプレイ経験が 1 年未満であるが, 3.2 で言及した Ito ら
の研究にて, スキップ経験者は未経験者と比較した場合, 読みの広さ・深さが共に大幅に増
加していたという結果から, チーム B3 を A グループではなく, B グループと分類した. ま
た, A・B グループはチーム, D グループは選手個人を対象とし, A グループ・B グループは
3 月下旬, D グループは 10 月下旬～11 月上旬の間に実験を行った.  
 
⚫ A グループ(プレイ経験 1 年未満) 
チーム A1  (男性 3 名, リード, サード, スキップ) 
 
⚫ B グループ（プレイ経験１年以上 2 年未満） 
チーム B1 (男性 2 名, セカンド, スキップ) 
 
チーム B2 (男性 3 名, セカンド, サード, スキップ) 





チーム B3 (女性 4 名, リード, セカンド, サード, スキップ) 
※チーム B3 では, スキップの選手はプレイ経験１年以上 2 年未満であり, その他の
ポジションの選手はプレイ経験 1 年未満である.  
 
⚫ C グループ（プレイ経験２年以上３年未満） 
該当なし 
 
⚫ D グループ（プレイ経験３年以上 4 年未満） 

















本実験は実験参加者側において, 図 4.2 のような環境で行った. まず, PC につないだ Web
会議システムで画面共有を行い接続する. そして, 実験参加者には PC モニターが見える位
置に座らせる. 次に, 実験担当者から送った次の一手課題局面を PC モニターに写す. 実験
参加者からは, Web カメラと集音マイクで先方の様子を送ってもらい, その様子を記録する.  
 
図 4.2 実験参加者側の実験の模式図 
 
実験は以下の手順で行った.   
(1) 実験参加者への質問 









   20 問の問題を回答させる本実験を行う前に, 実験参加者に発話に慣れさせるために
練習問題を 2 問行わせた. 練習問題の形式は, 本実験にて用いる問題と全く同じである. 
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実験参加者がショットを決定した後は, こちらから質問を行った. 質問の内容は, 以下





   次の一手課題局面は PC モニター上に提示した. 実験参加者がチームである場合は, 
チームメイト同士で議論をさせることによって, 次のショットを決定させ, 個人であ
る場合は, 考えていることを発話させることによって, 次のショットを決定させた. ま
たショット決定後には, 実験担当者から質問を行うことで, プレイヤにより詳細な思
考を発話させた. 質問の内容は, 発話の練習と同じである. こちらも, 発話の練習時と
同様に実験時間の都合上, 各問題において省略した質問が存在する.  
 
4.6 結果 
 A・B・D グループにおける問題 1-20 の決定ショットのまとめは付録 2 に示す. ここでは, 
まずグループによって決定ショットが大きく分かれた 2 つの事例を示す. まず 1 つ目の事
例は, 問題 7, 9, 13 にて見られた. こちらの問題では, 経験が少ないプレイヤの多くが「セ
ンターガード」以外のショットを決定ショットにした一方で, 経験が多いプレイヤの多くは
「センターガード」を選択した. これをまとめた結果を表 4.1 にて示す. ただし, 「センタ
ーガード」を選択したチーム・プレイヤの箇所は青色で色付けしている.  
表 4.1 より, 問題 7, 9, 13 において, A・B グループの大部分は「センターガード」を選択
















表 4.1 A・B・D グループの決定ショット(問題 7, 9, 13)[青い箇所はセンターガードを選択] 

































D1 センターガード(1 番) センターガード(2, 3 番) センターガード(1 番) 













 次に, グループによって決定ショットが大きく分かれた 2 つ目の事例を示す. これは問題
17, 20 にて見られた. これらの問題では, 決定ショットに「ランバック」を選択した A・D
グループのチーム・プレイヤはいなかったが, B グループでは大部分のチームが選択してい















表 4.2 A・B・D グループの決定ショット(問題 17, 20)[青い箇所はランバックを選択] 




















No.1 赤ストーンに当てて, No.2 黄色ストーンを押す 
(ウェイト: 9) 
No.1 赤ストーンに当てて, 少し押す 
D3 手前の 2 つのガードストーンをピール 
No.1 赤ストーンにフリーズ 




ここでは, 実験 1 の結果にて示した, 上級者の多くは「センターガード」を選択したが, 
初級者は「センターガード」を選択しなかった問題 7, 9, 13 を見ていく. そこでまず, 図 4.3

















図 4.3 問題 7, 9, 13 
 
最初に, 問題 7 に注目する. 問題７における D1・D2 の決定ショットに見られた「センタ
ーガード」は, チーム B2・D3 が候補ショットとして挙げていた. しかし, チーム A1・チー
ム B1・チーム B3 においては発話に登場せず, 決定ショット・候補ショット共に, ハウス内
へのショットのみであり, センターガードのようなハウス外へのショットはなかった. つ
まり問題 7 において以下の特徴が見られた.  
 
問題 7 
A グループ・チーム B1・チーム B3：センターガードについて考慮しなかった 
チーム B2・D グループ          ：センターガードについて考慮した 
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次に, 問題 9 に注目する. チーム B2, D1, D2 の決定ショットに見られた「センターガー
ド」は, D3 が候補ショットとして挙げた. しかし, チーム A1, チーム B1, チーム B3 にお
いては発話に登場せず, 決定ショット・候補ショット共に, ハウス内へのショットのみだっ
た. つまり, 以下の特徴が見られた.  
 
問題 9 
グループ A1・チーム B1・チーム B3：センターガードについて考慮しなかった 
チーム B2・グループ D            ：センターガードについて考慮した 
 
次に, 問題 13 に注目する. D グループの全選手の決定ショットに見られた「センターガ
ード」は, A・B グループの全チームの発話に登場せず, 決定ショット・候補ショット共に, 
ハウス内へのショットもしくはランバックであった. また, 議論の初期から, シューターを
ハウスの中にどのように入れるか, またシューターを入れた後どうなるのかということに




D グループ   ：センターガードについて考慮した 
 
 これらのことから, 問題 7, 9, 13 において「センターガード」について考える A グルー
プ・B グループは少なかった一方で, D グループは全員のプレイヤが考えていたことが分か
る.  
次に, 「センターガード」について差が出た別の事例である問題 1, 3 を見てみる. 図 4.4
に問題 1, 3 を示し, 表 4.３に問題 1, 3 における A・B・D グループの決定ショットを示す. 
ただし, 表 4.3 の青い箇所は決定ショットがガードショット以外であることを示している.  
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図 4.4 問題 1, 3 
 
表 4.3  A・B・D グループの決定ショット(問題 1, 3)[青い箇所はガードショット以外] 
 問題 1 問題 3 
チーム A1 センターガード(2,3 番) 赤ストーンの後ろにカムアラウンド(6 番) 
チーム B1 センターガード(3 番) サイドガード(左, 3 番) 
チーム B2 センターガード(2,3 番) センターガード(2, 3 番) 
チーム B3 センターガード(3 番) センターガード(3 番) 
D1 センターガード(3 番) センターガード(3 番) 
D2 センターガード(3 番) センターガード(3 番) 
D3 センターガード(ハウス近く) サイドガード(左, 3 番) 
 
表 4.3 より, 問題 1 は全チーム・プレイヤが「センターガード」を選択しているが, 問題
３はチーム A1 のみが「カムアラウンド」というハウス内にストーンを入れるショットを選
択している. ここで, 問題 1, 3 の状況を見ると, 問題 1 は「8 エンド・先攻・１点負けてい
る・リード 1 投目」, 問題 3 は「10 エンド・先攻・1 点負けている・リード 2 投目」となっ
ており, 比較的状況が類似していることが分かる. 続いて発話を見る. チーム A1 は, 問題 1
にて「センターガード」のショットを選択した理由として, チーム A1 のスキップ(A1S)は
次のような発話をした. また, これ以降に示される発話において, 言及している内容に直接








この発話から, 問題 1 の状況において得点するために, まず「センターガード」を置く
ことがベストだと考えていることが分かる. また, 比較的状況が問題 1 と類似している問
題 3 においてチーム A1 は「赤ストーンの後ろにカムアラウンド(6 番)」を決定ショットと
し, チーム A1 のスキップ(A1S)は次のような発話をした.  
 











よって, 問題 3 の状況において得点するために「赤ストーンの後ろにカムアラウンド(6
番)」をするのが良いと判断したことが分かる. 注目すべき点は, 「センターガード」を候補
ショットにも挙げていないことである.  





⚫ 相手チームが No.1 ストーンを持っていない 
⚫ シートにあるストーンの個数が 0 個である 





⚫ 相手チームが No.1 ストーンを持つ 
⚫ シートにあるストーンの個数が 1 個である 
⚫ グループ A のみ「カムアラウンド」を決定ショットにした 
⚫ グループ B・D が「ガード」を決定ショットにした 
問題 7, 9, 13 
⚫ 相手チームが No.1 ストーンを持つ 
⚫ シートにあるストーンの個数が複数個である 
⚫ A・B グループではチーム B2 のみが「ガード」を決定ショットにした 
⚫ D グループは全員のプレイヤが「ガード」を決定ショットにした 
 








ここでは, 実験 1 の結果にて示した, A・D グループは「ランバック」を選択しなかった
が, B グループのチームの多くは「ランバック」を選択した問題 17, 20 を見ていく. そこで
まず, 図 4.5 に問題 17, 20 を示す.   
図 4.5 問題 17, 20 
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まず, 問題 17 に注目する. B グループの全チームの決定ショットに見られた「ランバッ
ク(手前の黄色ストーンに当てる)」は, D1, D2 が候補ショットとして挙げた. また, ランバ
ックではあるが, 違うストーンからのランバックを狙ったショットとして「ランバック(手
前の赤ストーンに当てる)」を D3 が候補ショットとして挙げた. しかし, チーム A1 にお
いては発話にすら登場しなかった. まとめると, 以下のような特徴が見られた.  
 
問題 17 に関するランバックの考慮について 
A グループ：ランバックについて考慮しなかった 
B グループ：ランバックを選択した 
D グループ：ランバックについて考慮したが, 選択しなかった 
 
また, チーム B3 は, スキップのプレイ経験のみが 1 年以上 2 年未満であり, その他のポ
ジションはプレイ経験が 1 年未満の選手から構成されているチームであるが, 問題 17 にて





次に, 問題 20 に注目する. B グループの決定ショットに見られた「ランバック(手前の黄
色ストーンに当てる)」は, D1, D3 が候補ショットとして挙げた. また, チーム A1 におい
てはショット決定過程における発話には登場したが, 候補ショットとしては登場しなかっ
た. まとめると, 問題 20 に対して, 以下のような特徴が見られた.  
 
問題 20 に関するランバックの考慮について 
D2 ：ランバックについて考えなかった 
A グループ・チーム B3・ D1・D3：ランバックを考慮したが，選択しなかった 
B グループ：ランバックを選択した 
 











「まず, ランバックは難易度が高くて, しかも失敗したときに, この赤丸見えになっ
て, 打たれたら黄色出ちゃって, 自分の石何もないっていう状況になって, まあリスク
も結構あるのかなっていうショットで」 
 
 ○問題 17(D2) 
  「えーと, ランバックにしてしまうと, まあ当たり所が良ければ, 自分たちの石は残る
んですけど, まあ全部ピールアウトとういう形もあるので. ハウスの中に自分たちの
石があるほうが断然良いので, まあ, ランバックじゃなくて, カムアラウンドをするか
なと思います」 
 
 ○問題 20(D1) 
 「ランバックこれもし, 赤の右側に当てちゃって, 黄色に飛んじゃうとすごい, 形が悪い






以上のことから, カーリングの経験年数が 1～2 年程度になると, ランバックを選択肢
に入れるようになっていくが, 難易度の高さやランバック後のストーンの配置について











5章 実験 2：熟達化に伴う戦略に関する思考の変化 
5.1 目的 
カーリングの初級者，中級者に対してどのように戦略に関する思考が変化するかを調べ
る. また, 変化した場合, どのような要因で変化したのかを明らかにする.  
 
5.2 概要 
実験は, 3 月下旬に行った実験 1 に参加したチーム A1, チーム B2, チーム B3 のスキップ
の選手(A1S, B2S, B3S)を対象として実施した. 実験 1 において A・B・D グループにおいて
大きな差が生まれた問題を選び出し, その問題を用いて実験 1 と同様の環境・形式で実験を
行い, その結果と実験 1 で得た結果を比較することで, 変化が見られたどうかを調べる. ま
た, 実験１から実験２までの期間にどのようなカーリングに関する体験(試合経験, 練習内
容)をしてきたのかについて聞き取り調査を行い, 戦略の変化に影響する要因について調査
する. 実験を行った時期については, 12 月から 1 月はオンシーズンであり，選手が最も戦略
について大きく成長する時期であるとの熟達者の指摘を受けたので, 1 月上旬を挟んで, 1 回
目を 12 月下旬,  2 回目を 1 月中旬に行うことにした. 
 
5.3 実験参加者 
 実験参加者は 3 名を対象にして行った. チーム A1 のスキップ(A1S)は, 実験 1 の際には
A グループであったが, 本実験の際には 4.3 にて前述した B グループの定義(プレイ経験 1
年以上 2 年未満)により B グループとなった. 同様にチーム B2 のスキップ(B2S)とチーム
B3 のスキップ(B3S)は, 実験 1 の際には B グループであったが, 本実験の際には C グルー
プ(プレイ経験 2 年以上 3 年未満)となった.  
 
⚫ A グループ(実験 1)⇒B グループ(実験 2) 
チーム A1 のスキップ A1S (男性) 
 
⚫ B グループ(実験 1)⇒C グループ(実験 2) 
チーム B2 のスキップ B2S (男性) 




5.3 実験 2で用いた次の一手課題局面 
本実験では, 実験 1 の結果を考慮して提示する問題を決定した. 実験 1 の結果より, 初級
者から上級者にかけて特に差がついた問題が 6 問あった. これを図 5.1 に示す.  
 
 
図 5.1 実験 1 にて特に差がついた問題 6 問 
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この 6 問の問題を実験 1 から期間を空けて再度提示し, カーリングに関する熟達から生
じた回答の変化を調べる. また, 実験 1 で使用していない新規問題を本実験の 1, 2 回目の問
題にそれぞれ加えた. この新規問題については, Ito らの研究にて用いられた問題 13-17 を
参考にした[7]. Ito らの研究で使用された問題には, 相手の直前のショットの軌跡が表示さ
れているが, 本実験で用いた新規問題は問題 13-17 に対して, この軌跡の表示を取り除いた
ものを用いた. 新規問題を加えた理由は, 1, 2 回目の実験の際に実験参加者が以前の実験を
想起するのをなるべく避けるためである. これらのことから 1, 2 回目の実験で用いた次の
一手課題局面の問題を次のようにした. 問題数は 1, 2 回目の実験共に 11 問である.  
 
⚫ 1 回目の実験 
実験 1 にて特に差がついた問題 (問題 7, 9, 10, 13, 17, 20) 6 問 
実験 1 で用いた問題 3 問 
新規問題(1 問は実験 1 で用いた問題を改変した問題) 2 問 
 
⚫ 2 回目の実験 
実験 1 にて特に差がついた問題 (1 回目の実験と同じ問題) 6 問 
新規問題(1 問は実験 1 で用いた問題を改変した問題) 5 問 
 
5.4 手法 
 本実験は実験 1 と同様の環境で行い, 以下の手順で行った.  
(1) 発話の練習 
   実験 1 と同様, 11 問の問題を回答させる本実験を行う前に, 実験参加者に発話に慣れ
させるために練習問題を 2 問行わせた. 練習問題の形式は, 本実験で用いた問題と全く
同じである. 実験参加者がショットを決定した後は, こちらから質問を行った. 質問の





 実験 1 同様, 次の一手課題局面は PC モニター上に提示した. 実験参加者には, 考え
ていることを発話させ, 次のショットを決定させた. またショット決定後には, 実験担
当者から質問を行うことで, プレイヤにより詳細な思考を発話させた. 実験参加者が






   実験 1 から本実験の間における, 実験参加者のカーリングに関する事柄について調









   次に, 実験 1 から本実験の間におけるカーリングの熟達を調べるために, 以下のこと
をインタビューした.  
⚫ 作戦について 




 動画を選ぶ際は, どのように選んでいたか 






































実験 1 に参加したチーム A1 のスキップ(A1S), チーム B2 のスキップ(B2S), チーム B3B の
スキップ(B3S)の決定ショットの結果を表 5.1-5.3 にまとめる. ここでまとめるのは, 実験 1 の
結果から, A グループ・B グループ・D グループにおいて特に差がついた問題 6 問について
である. また, 熟達前後における比較のために, 実験 1 にて選択した決定ショットも表 5.1-














表 5.1 チーム A1・A1S の各実験における決定ショット(実験 1 にて特に差がついた問題) 
 
A1S の主な変化としては, 以下である.  
・(2 回目, 問題 7)：1 回目に登場しなかった, ガードが発話に登場 
[決定ショットの B プランとして登場] 








 チーム A1 [3 月下旬] A1S (1 回目) [12 月下旬] A1S (2 回目) [1 月中旬] 
問題 7 
ヒットロール 






問題 9 No.1 赤ストーンにフリーズ 
ヒットロール 

































表 5.2 チーム B2・B2S の各実験における決定ショット(実験 1 にて特に差がついた問題) 








問題 9 センターガード(2,3 番) 
センターガード 
(少し左寄り, 2,3 番の間あたり) 
センターガード 
(センターライン付近, 3 番) 
問題 10 センターガード(4 番) 
No.1 黄色ストーン付近にドロー 


























B2S の主な変化としては, 以下である.  
・(2 回目, 問題 7)1 回目に登場しなかった, センターガードが候補ショットに登場 
・(2 回目, 問題 13)1 回目に登場しなかった, センターガードが候補ショットに登場 
















表 5.3 チーム B2・B2S の各実験における決定ショット(実験 1 にて特に差がついた問題)  










(No.1 赤ストーンに当てて,  
黄色ストーンの後ろに隠す) 


































B3S の主な変化としては, 以下である. 
・(1 回目, 問題 7)センターガードが候補ショットに登場 
・(1 回目, 問題 9)ガードが発話に登場[決定ショットの B プランとして登場] 
・(2 回目, 問題 9)センターガードが決定ショットになった 
・(2 回目, 問題 13)1 回目に登場しなかった, センターガードが候補ショットとして登場 
 






図 5.2 問題 7, 9, 13(再掲) 
 
まず問題 9 に注目する. 問題 9 は, 全員の実験参加者がセンターガードを選択した点が問
題 7, 13 と異なる. ここで, 実験 1 の時点ではセンターガードを選択していなかったチーム
A1, チーム B3 の各スキップ(A1S, B3S)の発話を見てみる. この発話は, ショットを決定す








○A1S(問題 9, 2 回目の実験) 
「10 エンドの先攻 1 点ダウンセカンド 2 投目で中の, ワンツーが赤で, ツーの赤が強い, 
10 エンドか, 先攻 1 点ダウンだから, 自分たちはセンターを固めるしかない, セオリー的
にはガードだけど, ワンツー取られてるから, ロールでフリーズか, でも相手はブランク
でも良いんだよなあって考えると, 1 回ロールしてフリーズでも良いけど, ガードかなあ. 
決まりました」 
 
○B3S(問題 9, 2 回目の実験) 
「ラストエンドの 1 点ダウンで, 絶対にスチールしないといけないんですけどガードが 1
個もないので, セカンドの 2 投目, ですけど, うーん, そうですね. スチールしたいんで
ガードが欲しいんですけど, この場面だと, まだガードを置いていって良いかなあと思
います. なんで, ガードを 2 と 3 の間くらいにガードを置きます. 以上です」 
 
次に問題 13 において A1S, B3S がショットを決定するまでの発話を見てみる. A1S は, 問
題 9 ではセンターガードを決定ショットにしていたが, 問題 13 においてはセンターガード
を決定ショット・候補ショット共に挙げていない. 問題 9, 13 は多くの点で共通点があり, 
「最終エンド・先攻・1 点負けている・セカンド 2 投目・No.1 ストーンは相手チームが持
っている」などが挙げられるが, ショットの選択では大きな差が生まれた結果となっている.  
 
○A1S(問題 13, 2 回目の実験) 
「えっと, ラストエンドの先攻, 1 点ダウンのセカンド 2 投目. 先攻, セカンド 2 投目で. 
えーと先攻で黄色だから, 中にでも 1 個きれいなのが決まってるから, うーん, 赤を直接
叩いても良いけど, 難しいから, フリーズか, ランバック, 決まりました. 」 
 
○B3S(問題 13, 2 回目の実験) 
「ラストエンド先攻の, セカンド 2 投目なので, 絶対に 1 点スチールしないといけない, 
場面なので, 本当はガードが 2 つ欲しいんですけどセンターに. 今の状況ではなくて, セ
カンドの 2 投目なので, 私は, まあガードをここに置くよりも, ここにもうつけていった
ほうが, 良いんじゃないかなあと, 思います. 以上です」 
 
ここで, A1S, B2S, B3S において, それぞれセンターガードに関する言及があった場合を
○, なかった場合を×としてまとめた表 5.4-5.6 を示す. また, 実験 1 との比較のために, 
実験 1 の結果を併記する. ただし, 表 5.4 における「実験 2(A1S, 1 回目)の問題 9」に関し
ては, A1S が終盤まで得点状況を誤って認識していたため記録なしとみなしている.  
表 5.4-5.6 から，各問題を比較した場合，問題 9 は決定ショットでセンターガードの出






表 5.4 チーム A1・A1S のセンターガードへの言及(問題 7, 9, 13) 
 問題 7 問題 9 問題 13 
実験 1(チーム A1) × × × 
実験 2(A1S, 1 回目) × - × 
実験 2(A1S, 2 回目) ○ ○ × 
 
表 5.5 チーム B2・B2S のセンターガードへの言及(問題 7, 9, 13) 
 問題 7 問題 9 問題 13 
実験 1(チーム B2) × ○ × 
実験 2(B2S, 1 回目) × ○ × 
実験 2(B2S, 2 回目) ○ ○ ○ 
 
表 5.6 チーム B3・B3S のセンターガードへの言及(問題 7, 9, 13) 
 問題 7 問題 9 問題 13 
実験 1(チーム B3) × × × 
実験 2(B3S, 1 回目) ○ ○ × 
実験 2(B3S, 2 回目) ○ ○ ○ 
 
次に, A1S, B2S, B3S において, それぞれランバックを決定ショットとして選択した場
合を○, 選択しなかった場合を×としてまとめた表 5.7-5.9 を示す. また, 実験 1 との比較
のために, 実験 1 の結果を併記する.  
 
表 5.7 チーム A1・A1S のランバックの選択(問題 17, 20) 
 問題 17 問題 20 
実験 1(チーム A1) × × 
実験 2(A1S, 1 回目) × ○ 








表 5.8 チーム B2・B2S のランバックの選択(問題 17, 20) 
 問題 17 問題 20 
実験 1(チーム B2) ○ ○ 
実験 2(B2S, 1 回目) ○ × 
実験 2(B2S, 2 回目) × × 
 
表 5.9 チーム B3・B3S のランバックの選択(問題 17, 20) 
 問題 17 問題 20 
実験 1(チーム B3) ○ × 
実験 2(B3S, 1 回目) × × 
実験 2(B3S, 2 回目) ○ × 
 
実験 1 において B2S がチーム B2 に参加していたときには, 差が見られた問題 2 問共に
ランバックを選択していたが, 実験 2 での 2 回目の実験においては, どちらもランバック
を選択していなかった.  
ここで, 1 回目の実験の問題 20 における B2S の発話を見てみる. これより, ランバック
のリスクについて考慮した上で, 決定ショットとして選択しなかったことが分かる. 3 月下
旬に行った実験 1 では, チーム B2 は決定ショットとしてランバックを選択していたが, 12
月下旬・1 月中旬にそれぞれ行った 1 回目の本実験・2 回目の本実験の際には, 「No.1 赤
ストーンにフリーズ」を選択しており変化が見られた. このような傾向が見られた一方で, 
実験 1 において B3S がチーム B3 に参加していたときの回答と実験 2 での B3S の決定ショ
ットを比較すると, 傾向があまり変化していなかった. よって, ランバックに関する問題
17, 20 の決定ショットに関しては, 明確な変化が現れなかったことが分かる. 
 
○B2S(問題 20, 1 回目の実験) 




しかし, 2 回目の実験の問題 17 において B3S が, ショットを決定するまでの発話を見て








○B3S(問題 17, 2 回目の実験) 
 「私は, この黄色からランバックでこっち狙っても良いかなーと思います. まあでもこの
後ろに黄色がついてるので, もしこれだけ出て, 赤だけ残っちゃうと嫌なんですけど, こ





次に, インタビューの結果を示す. 実験を行った本年は, COVID-19 の影響により, 例年
と比較してカーリングの練習が大幅に制限されていたことに留意してもらいたい. 実験 1
を実施した 3 月下旬から 5 月下旬の期間は, カーリングホールが使用できない状態であっ
たことから, 氷上での練習ができなかった. また, 5 月下旬から 11 月中旬の期間は, カーリ
ングホールは使用できる状態になったが, 北見工業大学カーリング部全体での練習は行う
ことができず, カーリング部にて結成されている各チーム単位での活動を行っていた. 各
チームにて, 通常の練習に加えて練習試合を行っていた. また, 11 月中旬から 1 月中旬の期
間は,カーリング部全体での活動を行っていた. また, A1S・B3S はミックスダブルスの大会
が 1 月上旬にあったため, ミックスダブルスの練習も行っていた.  
 ここで, インタビューの主な結果を抜粋する. A1S は, チームのコーチとして指導しても
らった先輩のスキップ経験者から教えてもらったと述べている. その先輩から教えてもら
ったことについての質問に対して, 次のような発言が見られた.  
1 つ目の発言では「初心者の人になればなるほど, テイクを結構したがる」という内容が
見られた. この内容は先輩から教えてもらったことに対する発言であるので, この傾向は













 また, B2S は作戦について変化したことを尋ねたところ, 次のよう発言が見られた. この
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「前までだとなんか, 結構思いつかなかったような, というか, 結構作戦を教わったこと
で, 色んな場面の選択肢が, 前よりは増えたかなあとは思います. 例えば, センターガー





次に, インタビューにおいて発言が見られた, ミックスダブルスについての結果を示す. 
A1S・B3S の 2 名は, 1 月上旬～中旬に行われたミックスダブルスの大会に出場していた. ま
たそれに伴い, ミックスダブルスの大会に向けての練習を行っていた. 2 人はインタビュー











また A1S に, ミックスダブルスの経験が, 通常のカーリングにおいてどのように活かせ
るかを尋ねたところ, 次のように発言した.  
 
○A1S(2 回目のインタビュー) 
「曲がるアイスの時に, ちょっと速めのドローで, 見えない石を叩いたり. あとフリーズ
でつけてから, 強いウェイトで叩いたりして散らそう, とかそういう作戦が」 
 






られる要因は分からなかった. また, 実験 2(1 回目)から実験 2(2 回目)における B2S のカー
リングに関する練習内容は以下のようなものだった.  
⚫ 大会出場なし 
⚫ カーリングホールでの練習は 1 回 
⚫ World Curling Tour Japan の試合を動画にて 3 試合ほど視聴 
⚫ 体幹トレーニング 
 
このことから, 実験 2(1 回目)から実験 2(2 回目)の期間において, B2S はカーリングに関
する練習をほとんど行っていなかったことが分かる. しかし, 表 5.5, 5.8 から分かるよう
に, センターガードを言及した問題の増加, ランバックを選択した問題の減少など B2S は
この期間に大きな変化が起きていたことが分かる. これより, 練習をほとんど行っていな

























 問題 17, 20 の結果から, ランバックを選択しなくなる変化が見られた中級者(B2S)が
いた一方で, 見られなかった中級者(B3S)もいたことが示された. しかし, 結果にて示した
ように, 2 回目の実験の問題 17 において B3S は, 最終的にランバックを選択したが, ラン
バックが失敗したときの状況については考慮していた. このことから B3S は, 実験 1 にお
ける上級者の発話に多く見られた, 失敗した際のリスクやランバックの難易度を十分に考





 本研究では, カーリングプレイヤが熟達化に伴い, 認知がどのように変化していくかを













のように，ショットの精度が取りうる戦略に大きな影響を与えていることが示唆された．    
２）については, 実験 1 から実験 2 にかけて, ランバックを選択しなくなる変化が見られ
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付録 1 実験 1で用いた次の一手課題局面 









































付録 2 実験 1における決定ショットまとめ 
 表 1-7 にて, 実験 1 における各チーム・プレイヤの決定ショットを示す.  
 
表 1 チーム A1 の決定ショット(問題 1-20) 
 チーム A1  チーム A1 
問題 1 センターガード(2,3 番) 問題 11 
No.2 赤ストーンにフリーズ 
(シューターが No.2 ストーンになるように) 
問題 2 ヒットステイ 問題 12 
No.1 赤ストーンを押す 




問題 13 No.1 赤ストーンにフリーズ(右から) 
問題 4 (問題不備により未回答) 問題 14 
ヒットロール 
(No.3 赤ストーンに当てて,  




問題 15 1 番手前の赤ストーンをピール 
問題 6 
ヒットロール 




カムアラウンド(右から, 7 番) 
問題 7 
ヒットロール 
(No.1 赤ストーンに当てて,  
黄色ストーンの後ろに隠す) 
問題 17 手前の赤ストーンをピール 
問題 8 
ヒットロール 
















表 2 チーム B1 の決定ショット(問題 1-20) 
 チーム B1  チーム B1 
問題 1 センターガード(3 番) 問題 11 センターガード(4, 5 番の間) 
問題 2 ヒットステイ 問題 12 No.1 赤ストーンにフリーズ(右から) 
問題 3 サイドガード(左, 3 番) 問題 13 No.1 赤ストーンにフリーズ 




問題 5 サイドガード(右, 高く or 低く) 問題 15 
No.2 赤ストーンの後ろに 








問題 7 No.1 赤ストーンにフリーズ 問題 17 ランバック(手前の黄色ストーンに当てる) 
問題 8 
ヒットロール 
(No.1 赤ストーンに当てて,  
黄色ストーンの後ろに隠す) 





問題 19 No.1 赤ストーンにフリーズ(左から) 






表 3 チーム B2 の決定ショット(問題 1-20) 
 チーム B2  チーム B2 





No.1 赤ストーンを押して(右から),  
シューターを No.1 ストーンにする 
問題 3 センターガード(2,3 番) 問題 13 No.1 赤ストーンにフリーズ(右から) 
問題 4 サイドガード(右 3 番) 問題 14 







カムアラウンド(左から, 6 番) 
問題 6 
黄色ストーンの後ろに 








問題 17 ランバック(手前の黄色ストーンに当てる) 
問題 8 No.2 赤ストーンにフリーズ(右斜め) 問題 18 ランバック(手前の黄色ストーンに当てる) 
問題 9 センターガード(2, 3 番) 問題 19 No.1 赤ストーンにフリーズ(左から) 








表 4 チーム B3 の決定ショット(問題 1-20) 
 チーム B3  チーム B3 
問題 1 センターガード(3 番) 問題 11 
センターガード 
(ハウスに少しかかるぐらい) 
問題 2 ヒットステイ 問題 12 No.1 赤ストーンにフリーズ(右から) 
問題 3 センターガード(3 番) 問題 13 No.1 赤ストーンにフリーズ(右から) 
問題 4 サイドガード(右 3 番) 問題 14 
No.2 赤ストーンの後ろに 
カムアラウンド 
























(No.1 赤ストーンに当てて,  
黄色ストーンの後ろに隠す) 
問題 18 No.1 赤ストーンにフリーズ(右から) 
問題 9 
ヒットロール 
(No.1 赤ストーンに当てて,  
黄色ストーンの後ろに隠す) 








表 5 D1 の決定ショット(問題 1-20) 
 D1  D1 
問題 1 センターガード(3 番) 問題 11 
No.1 黄色ストーンにフリーズ 
(できる限り縦) 
問題 2 ヒットステイ 問題 12 
No.1 赤ストーンにフリーズ 
(できる限り縦) 
問題 3 センターガード(3 番) 問題 13 センターガード(1 番) 
問題 4 サイドガード(右 3 番) 問題 14 
ヒットロール 
(No.2 赤ストーンに当てて少し右へ,  






(No.2 赤ストーンに当てて少し右へ,  













問題 7 センターガード(1 番) 問題 17 




(No.1 赤ストーンに当てて,  
左にもっていく) 
問題 18 
No.1 赤ストーンに当てて,  
No.2 黄色ストーンを押す 











表 6 D2 の決定ショット(問題 1-20) 
 D2  D2 
問題 1 センターガード(3 番) 問題 11 センターガード(4 番) 
問題 2 カムアラウンド(6 番) 問題 12 
No.1 赤ストーンにフリーズ 
(右から, 4 時方向) 
問題 3 センターガード(3 番) 問題 13 センターガード(2 番) 
問題 4 サイドガード(右 3 番) 問題 14 
ヒットロール 
(No.3 赤ストーンに当てて右へ,  
4 フット円の左下の範囲に止める) 
問題 5 サイドガード(右 3 番) 問題 15 
ヒットロール 









問題 7 センターガード(2 番) 問題 17 
No.1 赤ストーンに当てて,  
No.2 黄色ストーンを押す(ウェイト: 9) 
問題 8 センターガード(2 番) 問題 18 
No.1 赤ストーンに当てて,  
No.2 黄色ストーンを押す 
問題 9 センターガード(2 番) 問題 19 
No.1 赤ストーンにフリーズ 








表 7 D3 の決定ショット(問題 1-20) 
 D3  D3 
問題 1 センターガード(ハウス近く) 問題 11 
No.1 黄色ストーンにフリーズ 
(できる限り縦) 




















































(左に 45 度くらいの角度) 
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付録 3 発話データ 
 以下の発話データを示す.  
⚫ 実験 1：D1-D3 の発話データ(問題 7, 9, 10, 13, 17, 20) 
⚫ 実験 2：A1S, B2S, BS3 の実験 1, 2 回目の発話データ(問題 7, 9, 10, 13, 17, 20) 
 
 また, 発話データ中に登場する「○○○」の部分は, 聞き取りが困難であったことを示し
ている. ○の数は発話量の目安を表しており, ○の数が少ないほど発話量が少なく, ○の数
が多いほど発話量が多い.  
 
付録 3.1 実験 1:D1-D3の発話(問題 7,9,10,13,17,20) 
付録 3.1.1 実験 1:D1-D3の発話(問題 7) 
○問題 7(D1) 
はい. うーん, 難しい. えーと, うーん, 候補は, ここにカムアラウンドか, ここにガード
ですね. うーん, で, 僕たちなら, ここにガード, を選択すると思います. 以上です.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) -------------------- 
(決定ショットについて) 
はい, 1 番にガードですね.  
 
(候補ショットについて) 




あんまり, ない, ですね.  
 
(決定ショットを選択した理由について) 
これ, は結構チームによって分かれるかなって思うんですけど, 僕たちが 9 エンド目で, 3
対 4 で先攻だったら, 1 点取らせて次 2 点取るかっていうよりかは, 1 点スチールして最後も
1 点スチールしようっていう, 風になるチームなので, ここで 1 点スチールしたかったら, 
カムアラウンドより, 1 番にセンターガードを置いたほうが, スチールの確率は高まるかな









え, チームの特色っていうか, 僕たちのチームはすごいなんか, いやーここで 2 点取るの
は難しいっていうちょっと弱気なので, あの, 先攻のほうが, さくせ, やる作戦が決まって
るのですごい, 楽なんですよね. で, 僕たちは先攻で, 1 点スチールをするほうが, まあやる
こと決まってて, 気持ちが楽なので, 1 点スチール, を目指します. けど, 多分強いチームと
かだったら, 後攻で 2 点以上取るほうが, 可能性あるんで, ここは 1 点取らせるような形, 
を目指していくと思います.  
 
(D1 のチームと同じくらいのレベルであれば, 挙げたショットの 2 つを選択するとなった
ら, 何対何くらいに分かれると思うとか, そういうのは, 想像できたりしますか) 
あー, いや, 多分カムアラウンドのほうが, 多いと思うんで, 6 対 4 ぐらいでカムアラウン
ドが, にいくかなって思います. 僕と同じぐらいなら.  
 
(その理由は, 先程説明頂いた理由からということですか) 
そうですね. やっぱり基本カーリングは, 後攻のほうが, 良いってされてるので, 最後, 
後攻取りに行く, チームが多いと思います, 僕は.  
 
(今後の展開について) 
これ 1 番センターガードしたら, 相手はきっと割ってきますね. これで, ピールしてくる
と思うので, それはまた, 同じことの繰り返しっていうか, で, ストーンを消費して, 最後, 








はい. 9 エンド目で, 黄色のセカンド 1 投目. セカンド, 黄色だから 1 点ダウン. あー, こ
れは最後でのスチール, スチール, 9 エンドでスチールして 10 エンドでスチールしないとい
けないから, うーんと, まあ, 黄色, なるほどね. まだハウスの中に入れるのは早いか. う
ーん, 左側からカムアラウンドか, もしくは, ガードをもう一つ置くか, っていう場面だけ
ど, ガードをもう 1 つ置くな. ダブルセンターガードにするから, えっと, ガードを置きま
す. 2 番, あたりに. 以上です. (了) 
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-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 
はい, えーと, 2 番にセンターガードを置きます.  
 
(候補ショットについて) 
候補は, まあ左側から, カムアラウンドで, 6 番までもっていくこと, です.  
 
(他の候補手について) 
他は, ないですね. まあ 4 番, あたりにカムアラウンドとか, っていう感じです.  
 
(決定ショットを選択した理由について) 
えーと 9 エンド目で, 1 点ダウンなのでどうして, どうしても, スチールしたい場面なの
で, えーセカンド, の 1 投目であれば, あと残りが, 123456, 6 投あるので, センター固めて
いって, その, 残り 6 投, 5 投か, の間に, ナンバーワンが, カムアラウンドで取れれば良い
かなと思うので, ガードを, まあサードの, 2 投目ぐらいまで, ガードを置いていきます. あ




はい, えーと 2 番を置いたら, まあ相手は, 打ってくると思うので, ダブルとか狙って, 





はい, えー問題 7, 9 エンド, 先攻黄色, 後攻赤, 手番が先攻黄色のセカンドの 1 投目. で, 
先攻黄色が１点負けている状態, か, えーと, 9 エンド目か, 9 エンド目でこの展開か, ○○○
だな, うん, そっか先攻やから, 1 点スチールできればベストです, ベスト, ベストか, 1 点
取らせて 2 点取る, なんでどっちにしろあれか, それなら, ブランクにできればベストなの
か, いや違うな. 1 点取らせるのか. 1 点取らせて 2 点取るか, 1 点をずっとスチールするか
の 2 択かな, だな. とすれば, でも 9 エンド目でこの展開やから, あー, センターに, カムア
ラウンドしても, あれか, いやでも, まだ, して良いな. で良いかな, うん. はい, 以上です.  
(了) 











ラウンド, です.  
 
(決定ショットの高さや位置などについて) 
はいそうですね, 位置としては, 4 フットの赤い円にかかる, 半分かかるぐらいの位置に
置ければ, ベストだと考えています.  
 
(候補ショットについて) 
はい候補としては, この後ろの赤を, の後ろの, ガードの後ろにある赤いストーンを叩い
て, ロール, またはステイする, ショットが考えられます.  
 
(他の候補ショットについて) 
かわりの候補として, は, もうこのエンドに, どうしても点が欲しいというなら, もう 1
つ前に, ガードを置くショットが考えられるかなあと思います.  
 
(決定ショットを選択した理由について) 
はい, えーカムアラウンドにした理由としては, えっとまあ, さっ, えっと候補として挙
げたガードっていうのもありだとは思うんですけど, ここに置いてしまうと, 相手に, 次先
入れ, その 2 つセンターにガードされてるところに入れられてしまいます. で, そうしてし
まうと, 自分たちが, 大量失点につながる可能性が高くなってしまうかなってというのも
あって, ガードではなく, ガードのショットは, おそらくしないと考えています. で, ヒッ
トステイもしくはロール, も, できれば今後の展開としては 1 番良い展開になるとは思うん
ですけど, やっぱり, 前にガードがあるっていうのもあって, ミスを起こしやすい, えー自
分たち, が後手に回りやすい作戦でもあるので, やはりカムアラウンドをして, ワンを作り
に行って, 相手の出方を伺うっていうのが 1 番ベストなのではないかなって思ったので, カ
ムアラウンドを選択しました. 以上です.  
 
(先程, 奥の赤ストーンが半分見えていたらどうかっていうような質問をさせていただきま
したが, この問題について, 半分程度見えていた場合, 選択は変わってくるようなことはあ
るんでしょうか) 











はい, えーと, で今後の展開としては, 自分たちがカムアラウンドした, 石に相手もフリ
ーズしてくると思います. でその後, であれ, その後, おそらくですけど自分たち先攻は, 
相手に 2 点を取らせたくないので, 相手のこの, サイドにある石を, はじきに, いくと同時
に, うし, この後ろの石も狙って, 2 つはじき出していって, そこからセンター付近の勝負に, 
なるかなあという風に考えています. 以上です.  
(了) 
 
付録 3.1.2 実験 1:D1-D3の発話(問題 9) 
○問題 9(D1) 
はい. はい, これは, ここにセンターガードです. 以上です.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) -------------------- 
(決定ショットについて) 
この高さに, センターガード, を置く 
 
(番号でいうとどの辺りでしょうか) 
2 と 3 の間くらいですかね. まあ 3 よりな感じで.  
 
(候補ショットについて) 




ですよね, そのピールした石が, この黄色に当たって, もう 1 回センター, この辺に, 戻っ
てきやすいような角度, を狙いにいきます, 一応. 以上です.  
 
(それを狙うので, 2,3 番あたりにセンターガードを置くという認識で大丈夫ですかね) 





いう形になっていって, まあ相手に何のミスもなければ, こっちにはガードが, センターが
1 つもないので, 一旦ここに, サードの 2 投目か, スキップの, サードの 2 投目ですね, サー
ドの 2 投目でフリーズを狙いにいって, 相手がここの形崩してくれるのを待ちます.  
 
(サードの 2 投目というものについては, どのような理由があるのでしょうか) 
そうですね, まあ, スキップの 1 投目かサードの 2 投目かで迷うんですけど, スキップの
1 投目だとちょっと, あの, このショットがもしミスったときに, まあもうほぼ, 終わりと
いうか, このショットがもし, 前になっちゃったら, またこれ割られちゃったらスキップラ
スト 1 投でもう, ここしかないっていうショットなんで, しかもこれも多分隠れても, 打た
れると思うんですよね, 隠れきらないと思うので, この赤からも打ちやすいですし, なんで, 
セ, サードの 2 投目だったら, まあ最悪ガードになってもまだ, まだ大丈夫なところなので, 
サードの 2 投目からチャレンジしていくっていう感じです.  
 
(では逆にサードの 1 投目では早すぎるという認識ということですか) 
そうですね早すぎるっていうか, まだ, ここフリーズしちゃったら, 多分相手速いウェイ
トで, ピールして, 全部出ちゃう, 赤, 黄色, 全部出ちゃって, もうサイドの 2 つしか無くな
っちゃうんですよね. で, 本当は先攻だったら, 最後は, もう, 理想はセンター, センター
で戦いたいのでこういう, センターガードあって, センターに, 自分の強い石があるってい
う形がベストなんですけど, これ, サードの 1 投目とかは, まだその希望を捨てきれてない
っていうか, まだ相手がミスしてくれたらこのセンターガードが残ってるので, ここにカ
マーしにいけるんですけど, まあもう, サードの 1 投目まではその形, を目標にしてるんで
すけど, サードの 2 投目ぐらいからは, もう, まあもう, ほぼその形になることは最後ない
ので, ここに, あれし, フリーズしにいって, 相手が速いウェイトでピールして全部なくな
ったら, このサイドの, フリーズで, 相手に最後センター, ドロー投げさせて, ミ, ミスし
てくれっていう, 感じです. でまあ, 相手のこの速いショットで, この, 自分たちの石が残
ったら, センターガード置いても良いですし, っていう感じです.  
 
(再度説明のお願い) 
はい, サードの 2 投目にフリーズして, で相手がこの, 速いウェイトで, この, 赤, 赤い石
と自分のフリーズした石と, 投げた石が全部出ちゃうと思うんですよね, 形によっては, そ
したらもう, センターはもう, 何もないので, 最後頼れるのはこの, サードのガ, ガードし
かないので, 次の先攻のスキップ 1 投目で, ここにフリーズ, を狙いにいく, 感じです. で
まあ, 最後はもうこの形になったら, 相手は, この, センターにドローするんですけど, そ




はい, ラストエンドで, セカンドの 2 投目, 黄色, 黄色は 1 点ダウン, 先攻か. これは, セ
ンターの 2 番にガードを置きます. 以上です.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 
はい, えーとセンターの 2 番にガードを置きます.  
 
(候補手について) 
候補手, うーん, まあ左側の石にフリーズ, ですかね. まあでも, 候補には多分挙がらな
いと思います. 即, 即決でセンターに, ガード, だと思います.  
 
(あえて挙げるとすればという感じですかね) 
そうですね. ああでも, あえて挙げるとすれば, センターの, 赤色のストーンにフリーズ
だったらあり得るかもしれないです. そっちのほうが, 高いですね, サイドより.  
 
(再度説明のお願い) 
えっと, センターの, 赤色の石に, フリーズ, 真ん中, まっすぐつけるように, する可能




はい, えーと 10 エンド目で, うーんと, 1 点ダウン, なので, 1 点取らないと負けてしまう, 
2 点取らないと勝てなくて, 1 点, 最低でも 1 点取らないと, いけない状況なので, センター
にガードが欲しいので, センターにガードを置きました. 置きます, はい.  
 
(今後の展開について) 
えーとこれも, 相手が打ってくると思うので, センターに, まあしつこくガードを自分た
ちは置いて, えーと, まあ良いタイミングで, ボタンが空いてるので, ボタンを, のところ





はい, えー問題 9, 10 エンド, 先攻黄色, 後攻赤, えー手番が先攻黄色のセカンドの 2 投
目, で, 先攻黄色が 1 点ダウンの状態. と, っ, 10 エンドか, 先攻, 黄色の 2 投目, か. 1 点, 
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ダウンやから 1 点絶対にスチールしないといけないのか. ここは, ロールしてもあんまり意
味がないのか, しても良いけどな. あーでもそうか. でも, ロールしとかんと, あれか. 置
いた後にここ置かれたら, ピールしたときに, 飛んでいっちゃうのか. うーん, ロールかな. 
ハイ, 以上です.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 
はい, えー決定したショット, は, えー, ナンバーワンのストーンをヒットして, サイドの, 
黄色いストーンのほうにロールする, ヒットロールです.  
 
(ロールの仕方について) 





えーはい, 候補としては, この黄色いストーンに, 半分隠れる程度に, 白の円のところに, 
カムアラウンド, です.  
 
(その他の候補ショットについて) 
あーその他は, 先程といっしょ, 似たような感じになりますけど, ナンバーツーのや, 石
をヒットロールして, 黄色の, ガー, サイドガードに隠すショットが, あるかなと思います.  
 
(その他の候補ショットについて) 
としては, センターガード, ハウスに近い位置にセンターガード, です.  
 
(その他の候補ショットについて) 
その他は, は, ないです.  
 
(決定ショットを選択した理由について) 
えーと, まあ, まず 10 エンドで, ラストエンドで, 1 点負けている状態, なので, ナンバ








えーと, ヒットロールにした理由としては, やはり, サイド, に自分たちの黄色い石がガ
ードになっているので, ナンバーワンの石をはじきながら, ロールすることでセンター付
近も空いて, ハウスを広く使うことができるので, そのほうが良いかなという風に感じま
した. 以上です.  
 
(今後の展開について) 
ヒットロールした後の展開としては, お, 相手としては, 自分, 相手としては, 相手がラ
ストストーンを持っているので, もう前にあるサイドガードを, 黄色いサイドガードを, ピ





付録 3.1.3 実験 1:D1-D3の発話(問題 10) 
○問題 10(D1) 
えーとこれは, ここにフリーズしにいく, のが第一プランで, まあ短かったら, ここ, こ
こになっても大丈夫っていうショットで, 狙いに行きます. 以上です.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 
はい, えーと決定手は, フリーズが決定手です.  
 
(他の候補ショットについて) 















えーと, これは, えっと多分, この黄色の石がほぼ見えてないか, ちょっと見えてるかく
らいだと思うんですけど, ここに, ここに, 黄色の前にフリーズしにいったら, こっちはワ
ンツー取れていて, しかもこの黄色を出すのはほぼ, ほぼほぼ難しいっていう形になるの
で, 相手にはもうここの, ボタンにドローする選択肢しかないので, これにしました. これ
サイドにフリーズしにいっちゃうと, まあ相手はこの黄色に, センターに近い黄色に, フリ
ーズ, ここら辺にフリーズされると, こっちがワンになって, 僕たちが処理するのが難しく




んーと, まあ相手は, ここまっすぐになったら, この, くっつききれてないんですけど, 
斜めにフリーズするか, この, ワンを取れるように斜めにフリーズするか, この赤から, ラ





２エンド目で, 同点. 序盤エンド. えー, 先攻の黄色, 黄色同点, スキップ１投目. えー, 
スキップ 1 投目, 先攻の黄色. あーこれは, 左側の赤色のストーンにフリーズかな. それか, 
見えてれば打つけど見えてなさそうだから, まあ左側の黄色の石の斜めにフリーズをしま
す. 以上です.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 
はい, 左側の黄色のストーンにフリーズをします.  
 
(決定ショットの詳細について) 
えーと, なるべく隙間を空けないようにフリーズはしたいんですけど, まあフリーズ, う
ーん, どのような角度, まあこれも斜めにできたら良いかなと思います. 後で自分たちが, 
違う相手が, 打った時に黄色の石だけが飛ぶような感じで, できたら良いので, 黄色じゃな
い, 斜めに, 4 時, か 5 時か, ちょっと高くても良い, 5 時とか良いかな, っていう感じです.  
 
(候補ショットについて) 
候補ショットは, えーと, その, フリーズを狙ってて, ちょっとウェイトが強くて黄色の
ストーンを, まあ押してしまう, 押す, 押してしまうっていうかまあ, 押しても良いって感
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じのショットですね. できれば黄色を, えー, この右側の赤よりも, 弱い状態にしたいので, 
黄, 白い枠から出せれば良いかなと思います.  
 
(他の候補手について) 
その他であれば, うーん, まあウェイトが足りなくて, えー, 赤色の, すぐ後ろ位の, 4 番に




あ, そうですね, B プランとしてそれは, まあ, ありかなっていう, 感じです.  
 
(他の候補手について) 
その他は考えないですね, 考えられないです.  
 
(決定ショットを選択した理由について) 
えーと, うーん, この場面で, 赤, 黄色がワンになってるので, このワンをどうにかしな
いと 2 点取られてしまう可能性があるので, えー, その石に近づければ, まあ 2 取られる可
能性は減ってくるので, 黄色の石, ナンバーワンの黄色の石に, 触れる, もしくはちょっと




フリーズが決まったら, 相手は, まあ, 自分たちの石を飛ばしても良いから結構なウェイ






先攻か, 黄色か, で, 黄色がワンで, 赤がツー. 先攻黄色でしょ. はい以上です.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 






はい, 位置としてはこの 4 フットの, 赤い円の, 位置に置ければ一番良いかなと思います.  
 
(候補手について) 









その他については, は, ないです.  
 
(決定ショットを選択した理由について) 
はい, えー, センター, その赤のストーン後ろにカムアラウンドを選択した理由としては, 
えー, 自分たちが先攻, ですが, 先攻, センター, ライン付近に, ガードがあって, 自分たち
の, ガード, 黄色いストーンが, ナンバーワンとして, センターライン上のガードの後ろに
隠れている状態になっています. えー, この状態は先攻としては割と有利な状態だと判断
しているので, このセンターライン, この赤のセンターラインのガードにもう一つ隠しな
がらナンバーツーを, ツーもしくはワンを作っておくことで, 相手が最後, 投げる, スキッ
プの２投目投げるときに, 狭い範囲に止めないといけないっていうプレッシャーをかけや
すい状況でも, 状況を作ることができるので, この赤のガードの後ろにカムアラウンドと
いう選択を致しました. 以上です.  
 
(今後の展開について) 
はい, えー, カムアラウンドした後の展開としては, もう相手は, そのー, 黄色いストー
ン弾き出す, もしくは, この黄色に, さらにストーンをつけにいくショットが考えられるか
なあと思います. 以上です.  
 
(直後に相手が黄色ショットを弾いてきた後の展開について) 
はい, えー, 弾くといっても, 直接この後ろの石を狙うのではなく, この前の石から狙っ
て, 前を綺麗にしつつ, 後ろも処理するランバックショットを選択してくると思って, 思い




ないかなあと思います. 以上です.  
 
(直後に相手がフリーズをしてきた後の展開について) 
はい, フリーズをした場合には, 自分たちの石がナンバーワンを取っているか, ナンバー
ワンツーを取っているかにもよると思いますけど, その, フリーズした石を最後, 相手とし
ては, 弾きに, 打ちにいって, ワンツーを取りにくると思うので, その, フリーズ, 相手が
フリーズした石を守るようにガードしていくのが, 展開としてあり得るのではないかなと
考えています. 以上です.  
(了) 
 
付録 3.1.4 実験 1:D1-D3の発話(問題 13) 
○問題 13(D1) 
えーと, 先攻後攻, 黄色のセカンド２投目. んー, 候補は, これか, このセンターガード
で. で, えー, まだセカンドの２投目なんで, 僕たちなら, センターの一番上を, あ, センタ
ーガードの 1 番を選択します. 以上です.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 
決定手は, センターガードの 1 番, が決定手です.  
 
(候補ショットについて) 




その他は, あんまりないと思います.  
 
(決定ショットを選択した理由について) 
はい, えーとこれ○○を選んだ理由は, まだ相手は 5 投あって, 全然難しいショット全然
チャレンジできる, 回数も多くて, これで, フリーズ上手く決まっても, 相手のランバック
がすごい上手く決まっちゃって, センターに石が全部なくなるのが, 一番の, 良くない状況
なので, ここはまだ, 1 番のセンターガードを置いて, 相手が 1 個ピールしてくれるのを待
って, えーと, それでちょっと石の数を減らして, 最後のほうに, このフリーズで勝負をし
かけにいったほうが良いのかな, 相手に難しいショットを投げる回数, を減らしたほうが, 
決まった時につらい, くなっちゃうので, ですね, 石の数を減らすために, まだセンターガ




はい, 相手が 1 番のセンターガードをピール, して, こっちもまた同じく, 1 番のセンター
ガードを置いて, まあ, スキップの 1 投目かサードの 2 投目か分かんないですけど, そこら
辺で, フリーズ, しかけ, フリーズしにいって, 最後, フリーズした石を押して, 赤押して





はい, ラストエンドで, 先攻黄色のセカンド 2 投目, 黄色は 1 点ダウンなので, 1 点取りた
い, 1 点取りたい場面でセカンド 2 投目, もうラストエンドだ. ガードが 1 個しかないのは
ちょっと厳しいから, セカンド, あ, ちゃちゃちゃ, 2 番に, ガードを置きます. 2 番にガー
ドを置きます. センターガードです. 以上です.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(候補ショットについて) 
候補は, えーとこれも右側, からフリーズをしにいきます. あと, まあ左側からフリーズ
の, その 2 択です.  
 
(決定ショットを選択した理由について) 
えーと, 理由として, セカンドの 2 投目, っていうのはまだまあ, 序盤, の段階で, 1 個ガ
ードが置いてあるんですけど, まあ 1 個だけだとちょっと心許ないというので, まあ本来で
あれば, ダブルセンターガードっていうのが理想なので, まだその理想に近づける, 玉数な




えーと, 10 エンド目でラストショット, あーラストエンドなので, 少しでも, ガードがあ
ったほうが良い, っていうので, ダブルセンターガードは理想かなっと思いました.  
 
(今後の展開について) 
えーと, 2 番のダブルセンターガードが決まった後, 相手は, まあおそらく, ハウスの中に
もう 1 個ぐらい入れてくると思うので, そうなってくると, まあ自分たちはちょっと, えー, 
まあ, カムアラウンドで, えー, ちょっと押す, っていうか, まあナンバーワンにならない







えーと, 展開として, 自分たちは, えー, あ, ちゃうちゃうちゃう, ダブルセンターガー
ドを置いて, 相手はハウスの中に入れてくると思うので, えー, そうしたら, その次は自分
たちはまた, えー, ちょっと押すウェイトというか, カムアラウンドでちょっと, 広げるっ
て言ったほうが良いかな, 広げるウェイトで, ボタンを空けるようなイメージ, で, のドロ
ーというか, タップっていうか, をするんですけど, あー, どうにかしてバックガードにな
るようなって言ったら良いんですかね, 形にしたいっていうのが, 展開, ですね.  
 
(Web 会議システムにおけるペイント機能を使って確認)  
 




はい, これは, はい, 多分, くると思うんで, それが相手の次の石で. でそうしたら, 自分
たちは, その石に触れる, 触れるっていうかまあ, ちょっと叩くっていうイメージっていう
か, 強めのウェイトで, まあ押し, 真芯で, 押すと, 石が広がると思うんですけど 
 
(ということは, こういうショットで, ここの辺りということですか) 





はい, えー, 問題 13. 10 エンド, 先攻黄色, 後攻赤. 手番は, 先攻黄色のセカンド 2 投目. 
で, 先攻が 1 点負けている状態, か. 先攻だから 1 点スチール, もう絶対しないといけない
のか. 1 点スチールは絶対しないといけない, んだよなあ. んー. うん, 相手は絶対せん, 溜
まるのが, 溜ま, 溜ま, 石を溜めたく, 前に溜めたくないはずやから, 前を切ってくるはず
なんだよな, 2 つ. だとすれば, ここかな. センターラインにガード, じゃないなあ. 以上で
す.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 




はい, えーセンターラインにガードする高さは, そのセンターラインにある, 3 番付近に
ある, ガード, より, 遠い位置に置けれ, 遠い位置であれば, どこでも良いと考えています. 
あまり近くになりすぎると相手に, ダブルテイクアウトで, 2 つ出されて, 前を綺麗にされ
た状態にされてしまうので, その状況を避けるためになるべく離し, 距離を空けた所に置
くことで, ガードがどちらか絶対残るような, 状態になる, 位置に置ければ良いかなと思い
ます. 以上です.  
 
(候補ショットについて) 
候補としては, えっと, このナンバーワンのストーンを, 弾き出して, 黄色の後ろに, 完
全に隠しきる, ショット. か, もう, 縦のラインのランバック, があると思います.  
 
(他の候補ショットについて) 
その他は先程, のようなフリーズショットが考えられるかなあと思います.  
 
(他の候補ショットについて) 
その他は, ないです.  
 
(決定ショットを選択した理由について) 
はい, えーセンターガードを選択した理由としては, エンド数, 10 エンド, ラストエンド
で, 自分たちが先攻で 1 点負けている状態, なので, 確実に先攻は 1 点を取らないと, 延長
にも, いけない状態なので, センターラインにガードしておくことで, あい, 相手が, その, 
ピールしにいったときに, ミスったとき, ミスった場合, 自分たちの石を, ガード 2 つある
状態でナンバーワンを持つことが, できる状況が, 作り出すことができるので, センターラ
インにガードをするっていうのが, 1 番ベストなのではないかという風に考えたので, セン
ターガードを選択しました. 以上です.  
 
(今後の展開について) 
はい, えーセンターガードを置いた後は相手は, 相手は, 前に石が溜まるのを, 嫌うと思
うので, そのセンター, 先程置いた石, を, をピール, しにくると, 思います. 以上です.  
(了) 
 
付録 3.1.5 実験 1:D1-D3の発話(問題 17) 
○問題 17(D1) 
はい. 先攻 2 点, 後攻 0 点, 後攻のサード 1 投目. うーん○○○○なあ. はい, えーと候補
は, うーん, ここにフリーズか, ちょっとフリーズより速いウェイトでこの黄色をちょっと
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離す, でここに石を残す, ですね. で, まあ僕たちは, ちょっと, は, フリーズより速いウェ
イトで, ここに当てて黄色をちょっと押して, ここら辺に残す形にします. 以上です.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 




候補手は, 一応ここに, フリーズ, か, 前からのランバック, が候補ですね. 以上です.  
 
(フリーズをするとしたら, どのようにフリーズしたいか) 
そうですね, フリーズするなら, 本当に縦, できるだけ縦か, ちょっと左側ですね, 赤よ
り.  
(左側の理由について) 
これ右側に置いちゃうと, 赤よりちょっと右に置いちゃうと, どう触っても赤が絶対, セ
ンターに残っちゃうんですよね. でも左に置いとけば, 前からランバックしたときに, 赤も
出るっていう, 角度になるので, 真ん中かちょい左か, っていうところです.  
 
(決定ショットを選択した理由について) 
はい, えーとまず, ランバックは, 難易度が高くて, しかも失敗したときに, な, えーと, 
この赤, 丸見えになって, 打たれたら黄色出ちゃって, 自分の石何もないっていう状況にな
って, まあリスクも結構あるのかなっていうショットで. で, フリーズにしないのは, フリ
ーズが決まっても, この赤を出せる, 保証が全然ないというか, この後何やっても, 赤が動
かなかったら, 結局 1 点スチールされちゃうんで, ここはタップバックして, 黄色離してお




タップバック後は, あい, 形にもよるんですけど, 相手だったら, は, ちょっと無理かな, 
ここにガードを置くか, まあ, さらにもう 1 個つけにいく, フリーズをすると思います.  
 
(どちらもあるかなという形ですか) 






センターガードされたら, もう本当に, スレスレ通って, ここを通って, 黄色を当てて, 
赤を, 下げる, ショット, まあさっきの黄色, を後ろに下げたショットの, まあもう一回, 
自分たちでやる, ショットですね.  
 
(フリーズをされた場合には, どのようになっていくという風に思いますか) 
フリーズされると, すごい上手く決まっちゃうと, すごい形が 
 
(再度説明のお願い) 
はい, 相手がフリーズしてきたら, えーともう, こっちも, 右側から, 押しに行っても, 2
点以上取るのが相当難しいので, 黄色, この, センターの黄色からランバック, しにいくの
が, しにいくと思います. で, 最悪割れちゃっても, センターは見える形になるので, まあ





はい. 2 エンド目で, 後攻のサード 1 投目. うーん, 向こうが 2 点ダウン. 2 点ダウンで, あ
あナンバーワンを赤に取られている状況なので, あーなるほど, 右側からカマーしても, う
ーんあんまり良くない. サードか, こっから前割ったとしても, あんまり良くない. ちょっ
と下げて, ああ, これは右側からカマーして, ちょっとウェイトがあってよ, いいやつで, 
当たって広げる. ウェイトは 8, 9. ただ 2 個つながってるので 9, 9 だ. ウェイト 9 で, ナン
バーワンの赤の石に当てて, 自分たちのシューターは, ちょっと転がる. で, ついてる黄色
は, 後ろに下がる, っていうショットになると思います. 以上です.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 
はい, 右側から, カムアラウンドをして, ウェイトは 9 ぐらい, で下げて, えー自分たち
のシューターは赤の範囲にとどまる範囲で, えー投げます.  
 
(候補ショットについて) 








えーと, ランバックにしてしまうと, まあ当たり所が良ければ, 自分たちの石は残るんで
すけど, まあ全部ピールアウトとういう形もあるので, えっとハウスの中に自分たちの石
があるほうが良い, 断然良いので, まあ, ガード, じゃなく, ガードじゃなくて, ピールじ






うんですけど, ナンバー, ワンでなかった場合は, フリーズとか, ハウスの中にカマーをし
てくると思うので, まあそうしたら自分たちは, ダブルが狙えればダブルをする, して, な




問題 17, 2 エンド, 先攻赤, 後攻黄色. 手番, 黄色のサード 1 投目. 1 点負けている状態. 
で, 負けている状態で, 赤が, き, 赤がワンを持っていて, 黄色が, ツーか. ほほほほ. まだ
2 エンドでしょ. 無理して 1 点スチール○○○よりかは, ブランクにしたほうが良いよな. 
あれ. よいしょ. はい, 以上です.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 




はい, えー候補のショットとしては, えー, ここ, えっと, センター付近に黄色と赤がフ
リーズしている状態の, 石があるので, その石を, なるべく縦になる, 縦で押して, 黄色を, 










その他は, ありません.  
 
(決定ショットを選択した理由について) 
はいえー, えーダブルピールを選んだ理由としては, まず, ここ, ○○ね, えっと, ハウ
スの中心付近で, 2 つ石が並んじゃ, 並んでいる状態で, ガードが 2 つある, 状態は, えっと
後攻としては割と不利な状態, だと考えました. えー, なので, ここの 2 つのガードストー
ンを, 一度に弾き出すことができれば, 次の, 相手の出方にもよりますけど, 相手, 自分た
ちが, 2 点を取りやすい状態になる, もしくはブランクエンドで 0 点にできる, 可能性が上
がるので, ダブル, ばう, ダブルピールをするという選択を致しました. 以上です.  
 
(今後の展開について) 
はいえー, ピールした後, 相手としては, ハウス内に, ハウス内のこの辺にガードをして
くるか, それか, この, ナンバーワンのストーンを叩いて, 黄色を出しながらワンツースリ
ーを取るか, どちらかの展開になると思います. 以上です.  
(了) 
 
付録 3.1.6 実験 1:D1-D3の発話(問題 20) 
○問題 20(D1) 
はい. ○○○○○. 後攻のサード 1 投目か. どうしようかなー, 難しい. うーんと, これの
ヒットアンドロールか. フリーズか. ランバックで. いや, やっぱりここは, 僕たちなら, 
フリーズ狙いにいきます. 以上です.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 
はい, 赤の前に, センターの赤の前に, フリーズ, です.  
 
(フリーズの仕方について) 
さっきと一緒で, 左か, 真ん中かですね.  
 
(候補ショットについて) 
候補手は, ここの赤をヒットアンドステイかちょっと左にロール, か, センターの, 黄色
から, センターの赤に向かってランバック, の２つですね.  
 
(１つ目の候補ショットの聞き直し) 






うーん, まあ一番, そうですね. まずランバックは, ランバックをしなかったの, 選択肢
から外したのが, ランバックこれもし, 赤の右側に当てちゃって, 黄色に飛んじゃうとすご
い, 形が悪いっていうか, あんまり良い形にならなくて, そのリスクを避けたくて, ランバ
ックはしなくて. で, 本当にこの左, のロールとフリーズはすごい迷ったんですけど, 左の
ロールは正直ちょっと相手, のミス待ちみたいなところも, あって, 相手がこの黄色のスト
ーンを打って, なんかピールとかしちゃわない限り, まああんまり, 2 点取るのが難しい. ま
あ, まあなので, このフリーズ, が一番, リスクが少なくて, えーと, 2 点以上取る可能性が
一番高い, かなって思って, フリーズにしました.  
 
(先程[問題 19]と石の配置などは同じだと思いますが, 石の見えている, 見えていないでシ
ョットは変わってきますか) 
いや, これは, 見え方的に, そうですねそんな, 今回後攻なので, 無理して打ちに行く必
要もないので, 相当見えてない限りは, あまり打ちにいかないと思います.  
 
(今後の展開について) 
はい, これ, 僕たちがフリーズしたら相手はここに, フリーズ狙ってくると思うんですけ
ど, まあそれがすごい上手くいってるか, いってないか, 形によって, 変わるんですけど, 
これが左側についちゃったら, 普通に自分の石で, ここに強い石当てて, 赤とこっちの赤も
出すっていう, 形でこれがちょっと内側について上手く, 上手い形になったら, この前の黄
色から, ランバック, 狙いにいって, ここにフリーズ置いたことで, このランバック狙って




はい, え, 相手は, きっとここで, あのー, この黄色の前に, ランバック, あ違う, フリー
ズを置きにくると思うんですけど, このフリーズがすごい見えなかったら, この前からラ
ンバックで, この, フリーズされた石とこの赤い石を両方出す, のが, あれで, このフリー









はい. えー5 エンド目で, 後攻のサード 1 投目. 後攻, 1 点ダウン. えーとこの場合だと, 
まあ中盤エンドだから, まあできれば 2 点取りたいけど, 最低でも 1 点は取りたい, って考
えたら, まあこれも左側から, カムアラウンドしてちょっと強くても良いの, で, 赤色のナ
ンバーワン, あっ, を, 下げます, 下げますっていうか, フリーズに近いけどちょっと強め
で. できれば赤から出せるぐらいのウェイトで, 投げます, 以上です.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 




候補ショットは, うーんと, そうだな, 直接黄色の, 赤のストーンを, テイクウェイトで, 
えー当てて, 左側にロールします.  
 
(他の候補ショットについて) 
その他は, ないですね.  
 
(候補ショットの 1 つ目に挙げた, ロールはどのようにロールしますか) 
はい, えーと左側に当てて, フリーズのような同じような感じなんですけど, で当てたの
を, 左側の黄色, 白いとこぐらいまで持っていって, まあそれか, あーそうですね, 白いと
こまで持っていってって感じです. ロールする, ナンバーツーになれるくらいまで打って,  
 
(これを打ちますか) 
あ, えーとナンバーワンの赤を打って, それを打って, 左にロール.  
 
(どの辺りですか) 
まあその辺, その辺ですね.  
 
(この辺りですか) 
はい, その辺です. もうちょっと左でも良いかなって感じです. 赤の前ぐらいまで, そう
です. それぐらいまで. そしたら, ダブルもないので, はい, 良いかなと.  
 
(決定ショットを選択した理由について) 
はい, えーと, やっぱりハウスの中に自分たちの石が欲しいので, えーとナンバーワンに
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触れときたいというか, うーんと, 1 点取られるのはちょっと, 嫌なので, 最低でも 1 は取り
たい, 2 は取れなかったとしても. でこのショットであれば, まあラッキー, ○○なれば, も




ナンバーワンを, タップした後は, 相手は, うーんと, まあ先攻, まあカムアラウンドし
てくるかな, っていうのか, あでも, あまあ, 相手としても 2 点だったら取られて良いって
思うのか, 打ってセンターにロールするか, もしくは左側の, カムアラウンドか, いや難し
いな. どうするんだろう. 相手は, 先攻の, サード, じゃ, あそうか. うーん, 1 点アップだ
から, 2 点取られても良いから, うーんと, まず自分たちがタップします, そしたら, あ, タ
ップされた石がナンバーワンであるのであれば, まあガードかもしくは, もう一個ハウス
の中に, 入れてくると思います. それで, まあ自分たちはその, 相手がハウスの中に入れた
ものを打ち出せるのであれば, 狙って 2 点か 3 点を狙うかなって思います. まあそれが無理





問題 20. 5 エンド先攻赤. 後攻黄色. 手番, 後攻の黄色のサードの 1 投目. で, 先攻が 1 点
勝っている状態. うーん, あー, どうしようかな, いやでも, これも, ここで良いんじゃな
い, うん. ○○○○○○○○だから, あー, はい, 以上です.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 




はい, えー, 候補としては, 先程のタップバックではなく, この石を, ちょ, 当て, 当てた
と, 赤の石の前ぐらいまでロールするショットです.  
 
(他の候補ショットについて) 









はい, えー, ナンバーワンにフリーズを選んだ理由としては, 先程と似たような形で, フ
リーズして, 斜めにフリーズしておくことで, 相手の, 相手の石を出しやすく, するってい
うのが一つ, 大きな理由です. あと, 今回の手番がサード 1 投目ということで, あと 2 投, 
あ, あと 4 投, 手番も含めるとあと 4 投使えるので, そんなに難しいショットをする必要は
ないと考えたので, ナンバーワンの石に 45 度の角度ぐらいになるように, フリーズするの
が良いと考えました. 以上です.  
 
(今後の展開について) 
はい, えー, その後の展開としては, えー, この 2 つ並んでいる石を, ステイして, 弾き出




えっと, フリーズした後の展開としては, 黄色の石をステイして, この 2 つを出していく, 
もしくは, このナンバーワンの, き, 石をステイして, ナンバーワンツーを, 取るという展
開が, あると考えます. 以上です.  
 
(画面上での説明のお願い) 
あ, はい, 分かりました. えーと, フリーズを置いた状態で, またここに, テイクをする
と, ここ 2 つが, 抜けていくので, このショットをするか, してくるか, あ, ここのナンバ
ー, 元々ナンバーツーだったストーンを, ステイして, あい, 赤のストーンでナンバーワン












付録 3.2 実験 2:A1S,B2S,B3Sの実験 1,2回目の発話 (問題 7,9,10,13,17,20) 
付録 3.2.1 実験 2:A1S,B2S,B3Sの実験 1,2回目の発話 (問題 7) 
○問題 7(A1S, 実験 1 回目) 
えっと 9 エンドの, 先攻セカンド 1 投目で, 先攻が 1 点ダウン. えっと, 次のエンド後攻
になるためには, 相手に 1 点取らせて, 2 点ダウンの後攻, になるほうが良いから. えーと, 
黄色の裏に, 黄色の裏に自分たちのを入れれば, 強いワンが, ある, もしくはえーと, 赤, 
中の赤を出せば, ハウス内がクリーンになるから, えー, あーでも赤につけるのも良いなあ, 
いやでも難易度的には黄色の裏にカマーが良いから, カマー, 決まりました.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 
えーと, 決定手としては, このセンターの黄色の裏に, 自分たちの, 石を, カムアラウン
ド, する形になります. その際に, えっとこの赤よりも, 強い, 石を, 作るっていう意味で, 
カムアラウンド, しにいきます.  
 
(候補手について) 
候補手としては, えーと, この中の赤が, もし見えるんだとしたら, 直接, 叩きにいって, 
理想はヒットアンドロール. で, もし最悪でも, 自分たちの石が残せれば, ヒットアンドス
テイで残してもまあ, 最悪悪くないっていう, 場合と, あとはもう１つ, 強いワンを作りに
いく形, としては, この, 中の, ワンの石に, 黄色の石をつけて, フリーズして, 黄色を, ワ
ンにする形, ですね.  
 
(フリーズの仕方について) 
そうですねフリーズ, する場合は, まあこの赤よりも, ああガードで, 隠れなくても良い
んで, 自分たちの黄色の石が, ワンになるように, フリーズできれば, 大丈夫です.  
 
(他の候補ショットについて) 
他の候補手は, うーん, ないですね.  
 
(決定ショットを選択した理由について) 
そうですね, えっと自分たちは, ここで強いワンを作って, 次のエンド後攻をむかえるた
めに相手に 1 点だけ取らせる, っていうのが, ベストだと思うんですけど, そのために, こ
の見えている赤に, フリーズするっていうショットは, 確かに強いんですけど, 難しいんで, 
それよりも, ちょっと見えちゃっても良いんで, 中にえっとワンとして黄色を入れるって
いうほうが, えっと難易度的には簡単, っていうのと, あと, ヒットアンドロール, これも
また難しいんで, もしこれでえっと, 自分たちの投げた石, が残らなかったら, えっと, 前
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からこう, ガードも切られちゃって, 相手にブランクされちゃう恐れがあるんで, 自分たち
の石は必ず残すっていう, 必要があるので, 難易度的には中のカムアラウンドのほうが簡
単かなと思ったので, これにしました.  
 
(今後の展開について) 
そうですね, カムアラウンドが, もし決まったとしたら, えーと, 相手は, ここで点を取
らなくても, えっとブランクでも良いので, そうですね前のガードの黄色を切ってくるの





○問題 7(A1S, 実験 2 回目) 
9 エンドの, 先攻 1 点ダウン, セカンド 1 投目, 先攻 1 点ダウン 9 エンドっていうことは, 
次のエンド後攻で迎えるために, 1 点取らせるのがベストか, そして 3 点取るほうが, 良い
から, そうかセカンド 1 投目ってことは, まだ打てないから, 中にドロー, か 1 番にガード
か, フリーズでも良いけど, うーん決まりました.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 
決定手としてはこの黄色の裏に, ドローですね. 見え方としては, 全部隠れるくらいで, 
高さはこの T ラインより, T ラインにかかるぐらいで, T ラインより前がベストです.  
 
(候補ショットについて) 
候補手としてはえっと 1 番ぐらいに, 黄色と同じ, み, 黄色と同じくらいの, 場所, そう
ですねセンターライン, より少し左ぐらいに, かそれかセンターライン上にガードを置く
こととあとは, この相手の中にある赤にフリーズして, えっとワンとツーを作りにいくこ
とで, えっとフリーズする際は, そうですね斜めより, 前で, ツー, いやワンになるのが理
想的ですかね. あとは, 多分これ赤が, 少しだけ見えると思うんで, えっとまた, ちょっと
強いぐらいのドローで, 赤を押し出して, えっと中に黄色だけの石, 黄色, 1 つだけにするっ
ていう方法ですね. 他はないですね.  
 
(決定ショットを選択した理由について) 
そうですねえっと, 9 エンド先攻で 1 点ダウンってことは, 厳しくなると思うんですけど, 
ここは相手に 1 点取らせて次の後攻で 3 点か 2 点取るっていうのが, 1 番楽な方法かなと思
うんで, 最低でも, 1 点に抑えるためには, 自分たちの強いワンが必要なので, このセンター
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ラインのガードの裏に, 自分たちの, 石を置いて強いワンにするっていう, せ, 作戦です.  
 
(9, 10 エンドでスチールを狙う考えもあると思いますが, 1 点取らせて次の 10 エンドで複
数点を取ることを選択された理由について) 
そうですねこれは, 少しチームの, 好みも, 好みによって変わる部分もあると思うんです
けど, 基本的にやっぱ先攻で, スチールを取るっていうのは, すごい難しいことなんで, え
っと先攻で, えっとスチールするなら後攻で最低 2 点取るほうが, 上手くいくんじゃないか
なっていう, 自分の考えで多分, そうですねここで 1 点取らせて, 2 点ダウンの後攻をラス
トエンドで迎えたほうが良いんじゃないかなって意味で, 1 点取らせて次後攻, に決めまし
た.  
 
(候補ショットで挙げた No.1 赤ストーンにフリーズ, 1 番にセンターガードは, 9, 10 エンド
をスチールする場合の候補ショットなのか, 9 エンドで 1 点取らせる場合の候補ショットな
のか) 
そうですねえっと, ガードは, えっと 1 番にガードを置く候補はえっと, 中のドローの, B
プランにもあたるんですけど, 1 番にガードを置けたら, えっと, ガード 2 つでえっと 1 番
と 3 番なんでめちゃめちゃガードとしては強い, 形になるので, えっとあわよくば, あわよ
くばというかスチール, もできるような盤面になるので, えっとそれはそれで選択の幅が
広がるのかなあと思って, 候補手に挙げました. あくまでえっとドローの B プランとして, 
使うのがありかなって思いますあと, フリーズとし, フリーズの方法としては, これもそう
ですね同じような考え方でえっと, ただ単に中にドローするだけだと, えっとこの前の黄
色のガードから叩かれたり, えっと強めのドローでちょっと, 広げられて, 打たれて, そう
ですね打たれたりする可能性があるので, 相手にちょっと, 難しい選択はさせられるんで
すけど, まだ打たれる可能性がある, っていうリスクは, 低いけど, そうですねなんか無難
な感じで, こっちのフリーズはえっと決まったらめちゃくちゃ強いんですけど, 決まんな
かったら, えっと相手のチャンスになっちゃうし, あ, なっちゃうっていう方法なので, リ
スクは少ない中のセンタードローを選んだっていう感じですね. このセンタードローとフ
リーズは, 同じような考え方ですかね.  
 
(先程ガードの説明において, ドローの B プランという話がありましたが, ドローはどの辺
りのことを指していますか. 中のことですか) 
あ, そうですね中の 6 番ぐらいのところですね. 候補手, あちゃ, えっと選択した, そう






(A プランのドローと B プランのガードではかなり距離が離れていると思いますが, いかが
でしょうか) 
そうですねえっと, やっぱドローはうちのチームだとよりそうかもしれないですけど, 
その誤差の幅が結構生まれてくるんで, その, 誤差を, えっと速いほうにするか遅いほうに
するかっていうのを, 一応決めといて, で投げる人に, えまあ, その設定タイムよりもずれ
るんだったら, 遅いほうが良いんじゃないかとかそういう, B プランとかを伝えといて, で
この, 最悪, 自分たちの投げた石がスルーとかしないように, するために B プランを, 練っ
てますね.  
 
(では, ガードというのはあくまで B プランであって, 直接狙うということはないというこ
とでしょうか) 
そうですね中に 1 個ガードがあるので, 直接は狙わないと思います.  
 
(今後の展開について) 
えっと相手は, えっと 1 点アップの後攻なのでここはブランクにもっていきたいと, ブラ
ンクにもっていくか, 2 点以上取るのがベストだと思うんですけど, 中にドローしたとして, 





○問題 7(B2S, 実験 1 回目) 
え, 9 エンドで, えっと, セカンド 1 投目. うーん. えーと. はい, 決まりました.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 













えーとそうですね. えー. いやまあ 9 エンドで, まあ 1 点, ダウン, っていうことなので, 
まあここでスチールして, 10 エンド目もスチールしてっていう, っていうのが, まあこの状
況だと, まあ僕らはいつも狙う, 感じなので, まあここはもう, スチール狙いにいく, いこ
うと思って. そんなに, こう, 強いのを持っておきたいといことで, カマーにしました.  
 
(今後の展開について) 
そうですねもう, 僕らはもう, こっちとしてはえっともう, センター, の高いところ, に
ある石は, そんなに気にせずに, どんどんセンターにドローしていって, 石を, 溜めてって, 
まあ, 黄色のチャンス, 作りたいなって思いました.  
 
(カマーが決まった後に, 相手はどのようにくると考えていますか) 










ランバックされたらもう, そうですね. ガードですかね.  
 
(そのときの石の配置が大体こういう風になるだろうというのを描いてください) 
まあ今, 黄色があるところぐらい. ここ, ここぐらいですかね.  
 
(黄色を囲んでいただいたのは, どのようなことを示しているのでしょうか) 




○問題 7(B2S, 実験 2 回目) 
9 エンド, セカンドの 1 投目, 先攻, 9 エンド目の先攻, セカンドの 1 投目, うーん. 先攻, 
○○○, 9 エンドの先攻だから, スチール, スチールして, で次もスチール, 2 点, 2 点狙って
1 点差, そうか 2 点取って 1 点差か, スチール, あー, これスチール狙うならもう 1 個置い
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ても良いかもしれない. うーん, あとは, はい決まりました.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 
はいえっと, あのこういって, 黄色の裏にカマーします.  
 
(候補ショットについて) 




その他は, 他は, 思いつかなかったです.  
 
(決定理由) 
えー, えっとまあ, 9 エンド目で, 1 点ダウンってことなんで, まあ 1 点取るか, 1 点スチー
ルするか, 1 点取らすっていう, まあ 2 点取られたらもう, 結構, ラストエンドで 3 点ってい
うのは厳しいんで, なんでまあ 1 点取らすか 1 点スチールするっていう, のを考え, のでっ
ていう考え, えっとまああの, センターガードを 2 つ置いたら, あー, どうだろう, 攻めす




そう, そうですね.  
 
(中に入れてその後ガードすることについては, どのように考えているんでしょうか) 








ああそうですねえーと, 1, 2, 3, 4, 5 えっと, そうですねガードピールかまあ裏に回ってく







(少し前の説明で 1 番くらいの高い位置にセンターガードを置いた場合, ちょっと攻めすぎ
てるというような発話があったと思いますが, そのあたりについてもう少し詳しく聞かせ
てください) 
まあそうですねまあ攻めすぎてるというか, まあ, それで, うーんそうですねまあ, これ
でうし, 後ろ, ドロー, されると, まあ難しいかなあと思って, その後, の, 入ってきた石を, 
どこ, どけるというか, 動かすのが, 前 2 つあると, なんで, まあ 1 点取られる分にはまあ
まだ, 可能性はあるのでまあ 2 点取られるのを, 絶対あの, 2 点取られるっていうのをやめ, 
やめたいというかあの, 2 点取られたくないような展開にしたいので, そう, なんでガード 2
個あって相手の石, 上手く処理できずにっていうよりは, まあ入れたほうが良いのかなと
思って, そっちにしました.  
 
(今後の展開について) 
そうですねまあ, 前, 前, ○○が, まあ展開としてはまあ, さっきみたいにまあどんどん, 
センターの裏, センターガードの裏にドローしていって, っていうかそれかまあ相手がピ
ールしてくるなら, そうですねガードを置くか, うーんまあ場合によってはあの, 相手の石, 




○問題 7(B3S, 実験 1 回目) 
9 エンド目先攻, で 1 点, ダウンなので, ここでは, スチールスチールで勝つのが, 一番や
りやすいかな, 相手に 1 点あげると 2 点ダウンで後攻で 3 点取らなくちゃいけなくなるの
で, どっちかっていうとここで 1 回スチールして, 最後ラストエンド同点で先攻のほうが, 
私はやりやすいかなあと思うので, スチールを狙いに行く形, が良いかなあと思っていて, 
ガードも 1 個あるので, ここにカマーを, カムアラウンドが良いと思います. 以上です.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 
えっと自分たちの黄色のガードの後ろに, カムアラウンドするショットを選びます.  
 
(候補ショットについて) 
候補手としては, えっと, 相手の石が, 相手のサイドガードの後ろにあるんですけど, こ
れにもし, アイスの曲がりにもよるんですけど, しっかりガードをかわしつつ, ここまでも
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ってこれるなら, ここにフリーズするのもありかなあと思います. 以上です.  
 
(他の候補ショットについて) 
他の候補手は, もう１つ, ここにダブルさい, ダブルセンターガードで, もう１つガード
を置くっていう, まだ悪くはないかなあと思います. 以上です.  
 
(センターガードの高さについて) 




他は, 特にないです.  
 
(決定ショットを選択した理由について) 
えーと, 今まだ, うーん, センターに, ストーンが無くて, 強いワンがない状況なので, 
プラス自分たちの, 石がしっかりあるので, 今のうちに, 中に 1 個, T ラインより前に, カム
アラウンドができれば, 強いかなあ, と思います. フリーズだと, 決まれば良いですけど, 
まあ難しいショットなので, しかもセカンドの 1 投目で, これミスすると, うーんあんまり





カムアラウンドが決まっ, もし, 決まれば, すごい強いワンになるので, それをしっかり
守る, しっかり守って, 最後の, 相手のラストショットで, その黄色が出されないような配
置に, ガードを置いたりして, 守るっていう, その, 石を守っていくっていう, 作戦になっ




○問題 7(B3S, 実験 2 回目) 
9 エンド目先攻で 1 点ダウン, うーんなので, これは 1 点取らせると 2 点ダウンの後攻で
ちょっと 3 点取んなきゃいけないの難しいので, スチールスチールで, 終わるのが良いのか
なあと思うので, しっかりスチールするような場面に持っていきたいかなあと思うので, 
私は, うーんそうですねここに, 黄色のセンターガードの後ろに, うんうーん, 黄色のセン
ターガードの後ろにカムアラウンド, する, うーん, いやでもセカンドの 1, ガードを置い
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ても良いんですけど, セカン, もうセカンドの 1 投目なので, うーん, どっちかっていうよ
りは, 私はカムアラウンドで良いのかなあと思います. 以上です.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 




候補としては, もう 1 つセンターガードを置いて, ダブルセンターガードにするか, まあ
もしくは, うーんここに, ガード, ガードじゃなくてフリーズして, サイドのラインをも消
しておくか, のどっちかかなあと思います. 以上です.  
 
(センターガードの高さについて) 
高さはまあこれが多分大体 3 番ぐらいにあるので, 2 番ぐらいに, 置くかまあ 1 番でも良
い, ですけどまあ, そうですね, うーん 2 と 1 の間ぐらいがベストですかね. あ, あんまり
近すぎなければ, 大丈夫だと思います.  
 
(候補手として挙げた No.1 赤ストーンにフリーズのショットは, どのようにフリーズした
いと考えていますか) 
まあ 1 番ベストなのは, 斜めに, フリーズすれば, 後で, こう, 自分の石 2 つ残してプラ
ス, センターとこっちと, で相手の石も出してっていうショットができるかもしれないの
で, 斜めにつけるのが, ベストかなあと思います. 以上です.  
 
(他の候補ショットについて) 














手く, T 前に決められると, こっちが今度はワン取るのが難しくなってくるので, まあまた
フリーズしながらになるんですけど, うーん, リードの 2 投目だったら全然, センターのガ
ードで良いんですけど, セカンドの 1 投目なんで, とりあえず 1 個置いても良いのかなあと
思います. 1 個, カムアラウンドしてみてまあ上手く決まれば, 相手も, 打てなくなるし, も
し, 打たれちゃったら, 打たれちゃって, この辺に相手の石が残ってダブルできそうだった




はい, えーと絶対にスチールしたいので, カムアラウンドして. しっかりワンが取れたら
それを守っていって, 相手の, 相手が, 複数点取られないように, 少なくとも取られても 1
点までには抑えないといけないので, 相手がラストショットで, 1 点取るのが難しいような
状況の盤面に, していけば良いかなあと思います. しっかり, ワンの, 強い, カマーができ
たら後は, ガードを置いていったりして, 守っていくような展開になるのかなあと思いま
す. 以上です.  
(了) 
 
付録 3.2.2 実験 2:A1S,B2S,B3Sの実験 1,2回目の発話 (問題 9) 
○問題 9(A1S, 実験 1 回目) 
えっと 10 エンドで, 先攻黄色の 1 点アップ, セカンドの 2 投目. えっと 1 点アップって
ことは, えーと, 相手に 1 点取らせるか, 自分たちで, スチールをするかだから, 強いワン
を作らないといけないから, えーと, それだけど相手の, 赤がワンツーであるから, ワンを, 
飛ばさないといけないので, ヒットアンドロールで. 決まりました.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 
はい, 決定手は, 中の赤いストーンを, ヒットアンドロールして, この黄色のガードに隠
れるように, ワンとして残すってことですね.  
 
(候補ショットについて) 
候補手としては, えっと, そうですね. 候補手はこの赤い, 中の赤い石を, えっとピール
アウトする方法か, 中の赤い石をヒットアンドステイ, する, 2 つですかね.  
 
(他の候補ショットについて) 
そうですね, えっと, 難しいんですけど, まあ, やる, パターンとしては, 中の, このワン
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の赤い石に, フリーズする, くらいですかね.  
 
(フリーズの仕方について) 
そうですね, フリーズした, としても, えっとワンは取れないんで, 次の自分たちのスト
ーンで, 少し押して, えっとワンを奥までもってかないと, いけない, んですけど, えっと
ワンを奥に, ああ赤を奥に持っていくときに, 自分たちのストーンが, 絶妙に飛ばされない




他, そうですね, それ, だけ, ですね.  
 
(決定ショットを選択した理由について) 
えっと, まずこのエンドは, 10 エンド, ラストエンドで, えっと, 黄色が, あっ, 黄色が 1
点ダウンか, 黄色が 1 点ダウンなんで, 絶対に 1 点取りにいかないと, いけないので, 強い
ワンを絶対に, 作らないといけない, という意味で, この赤をヒットアンドロールして, な
おかつ自分たちの黄色を, 強いワンにもっていけるように, えっと, この赤のワンを, はじ
きつつ, 自分たちの強いワンをもってくって意味で, 黄色のガードの裏にヒットアンドロ
ール, っていう意味ですね.  
 
(先程の説明の際に「1 点ダウン」って言うときに間があったような感じがしたんですけど, 
このときに 1 点ダウンということに気づかれた感じですか) 
そうですね. さっき, そうですね. 赤が, 1 点, ダウンだと思ってたんですけど, 黄色が 1
点ダウンだったんで. そうですね, それでも, 先攻だったら, やることはあまり, 変わらな
いので, 選択としてはあまり変わらないかなあという感じですね.  
 
(1 点ダウン, 1 点アップが違うとしても, 決定ショットや候補ショットの選択自体には影響
がないということでしょうか) 
そう, そうですね, そうですね. はい.  
 
(今後の展開について) 
そうですね, ヒットアンドロールした後に, えーと, この, ツーの, ストーンに赤, あ黄
色のストーンがつけられたとしたら, えーとこれは簡単に出せないので, 相手はまず, 自分
たちの, 手前の黄色いガードを, 1 枚ピールアウトしてきて, でその次に中の, 黄色と赤を狙
うと思うんで, 1 枚ピールアウトされたときに, 自分たちは, このセンター上に, ガードを 1
つ置く, 置いて, でこのサイドに相手がかまってる隙に, 自分たちはこのセンターのガード
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の裏に, カマーをして, より強いワンをつく, 作って, でそしたら相手, 相手は, この手前
の黄色いガードを, 切ってって, 自分たちはそこにガードをずーっと置き続けるっていう




○問題 9(A1S, 実験 2 回目) 
10 エンドの先攻 1 点ダウンセカンド 2 投目で中の, ワンツーが赤で, ツーの赤が強い, 10
エンドか, 先攻 1 点ダウンだから, 自分たちはセンターを固めるしかない, うーんまあセオ
リー的にはガードだけど, ガード, ワンツー取られてるから, ロールでフリーズか, うーん
でも相手はブランク, でも良いんだよなあ, って考えると 1 回ロールしてフリーズでも良い
けど, ガードかなあ. 決まりました.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 
そうですねえっと, 決定したショットとしては, えー, センターライン上にガードを置くこ








ーズ, っていう候補手と, あとはオープンフリーズとしてこの中のワンに, 自分たちの黄色
をつけにいくっていうことその時につける高さとしては, そうですねセンターラインぐら
いにかかるぐらいで, 斜め前ぐらいがベストですかね. の 2 通りです.  
 




そうですねえっとガードを置く理由としては, やっぱ 10 エンドの, ラストエンドの先攻
で 1 点ダウンなんで非常に厳しい, 状況の中でスチールを狙わないといけないっていう形
なんで, 自分たちはセンターに, ガードを置いて相手がそのガードを切るときにミスるの






そうですねえっと, やっぱスチールするためには先攻は, えっとセンターラインで, えー
とそうですねガードがあってその裏に, 自分たちの石がワンとしてあるっていう条件が揃
わないと, やっぱスチールは難しいので, スチールを狙いにいくには, やっぱり普通はガー
ドを置いて, で１番最後のほうに, 自分たちのワンを狙いにいくカムアラウンドを狙うっ






はワンは出れない, あ, 出せない状況になるので, えっと早めにその形を作るのもありかな







そうですねえっと 10 エンドで相手は 1 点アップの後攻なんで, 最悪でも 1 点, 取られて
良いので, もう自分たちの石は, 入れなくて良いと思うんで多分, 黄色側がガードを置いた
のをひたすら, テイクでピールアウトしてって, で黄色はえっとその赤のピールアウトが
ミスって, 赤がこのセンターライン付近に, 残った瞬間を狙って自分たちのワンを, 作りに




○問題 9(B2S, 実験 1 回目) 
えっと, ラストエンド, で, 1 点, ダウンか. えーと, 1 点ダウンで, 4 投目. センターガー
ドか, ○○○○○○. はい決まりました.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 




候補は, まあもう, センターラインに寄せたガードか, ですかね. はい.  
 
(他の候補ショットについて) 
それ以外は, そうですね. うーん. 今, こう, こうですか, でもこれはちょっとあれです
かね. [No.1 赤に当てて, 左にロール] 
 
(他の候補ショットについて) 
は, もうない, 思いつかない.  
 
(決定ショットを選択した理由について) 
えーと, まあここ, 今左側にも, 黄色のガードがあって, で, まあ, ちょっとこっち, 左側
にずらしたら, ここの 2 つが, 2 つの裏に, こう, 最後この, ちょっと待ってください. 例え
ばここ, この辺, を, なんか, この 2 つのガードで, 使えるかなあって思って. まあでも, は
い.  
(そういう理由で, センターガードより少し左の位置にした, ということですかね) 
はい.  
 
(決定ショットを, 少し左にずれたガードのようなショットなんですけど, そのような高さ, 
位置にされた理由についてはどうなんでしょうか) 
ああ, 高さは, ああでもまあ, 高すぎるとあの, 遅いドローがもし, 決まっても, その, 遅
い, ウェイトの, で, 相手の, 相手が触りに, くる, こられるんで, まあちょ, ひく, まあ 3
番ぐらいですかね. に止めたいですね.  
 
(今後の展開について) 
そうですね, えー, まあ, ラストエンドなんで, まあ相手は, きっと, ピールかな, って, 
ちょっと思うんで, 相手はピールして, こっちは, ひたすらガード, 最後まで, 最後という
か, スキップまでは, ずっとガードかなって.  
 
(それ以降については, どうでしょうか) 
え, そ, それ以降というのは.  
 
(最後までというのは, スキップまでということですかね) 
ああ, な, えっと, スキップはもう, まあガードが, あれば, 裏に, あ, 裏にそうですねカ




(ガードストーンをピールするというのを, スキップ 1 投目までおこなって, スキップの最





○問題 9(B2S, 実験 2 回目) 
ラストで, 先攻, 黄色のセカンド, 1 点ダウン. ガード. ガードか, ○○○○. はい, 決まりま
した. 
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 
まあ 3 番くらいの位置に, センターガード, を, 置くっていうショットにしました.  
 
(候補ショットについて) 
候補は, もう他にはあまり考えなかったです.  
 
(決定ショットを選択した理由について) 
ラストエンドで負けてて, まあ絶対に 1 点取らないといけないっていう, 状況なんで, ま




まあ中入れちゃうと, まあガードない状態になっちゃって, まあ, ○○○ならフリーズと
かまあ, 難しいショットになるかなと思って, まあガード, あったほうが, スチールはしや
すいかなと思うんで, そのようにしました.  
 
(今後の展開について) 
今後はそうですね, えーと, まあガード, ずっと置き続けてで最後に, ドローするか, ま
あ赤, 今ある赤ちょっと押して, ロールするかして, ワンを取るっていう, 展開, 展開とい




○問題 9(B3S, 実験 1 回目) 
えーとラストエンドの, 1 点, ダウン, なので, 先攻なので絶対にスチールしなきゃ, 負け
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ちゃうっていう状況で 1 点以上確実にスチールしなきゃいけないので, うーん, っていう状
況なんですけどまだ, ガードが１つもないので, そうですね, ここ, セカンドの 2 投目, こ
こに, フリーズ, が良いと思います, 以上です.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) -------------------- 
(決定ショットについて) 
はい, えーと, このナンバーワンの赤にフリーズするような形にして, 自分たちの石が絶
対に出されないように, するショットが良いと思います.  
 
(フリーズの仕方について) 
これ, は, あんまり斜めにつけるというよりは, しっかり縦に, つけちゃって良いかな, 
と思います. 斜めにつけちゃうと, 相手は自分の石をなくなっても良いので, 後攻で, 1 点ア
ップなので, 自分の石なくなっても良いから, バーンって全部なくす, ピールショットに, 
すると思うんですけど, 自分たちは自分の石がなくなるともうきついので, 確実に相手に
打たれても, 自分たちの石が残るように, 縦にフリーズするのが, 良いかなあと思います.  
 
(候補ショットについて) 
候補手としては, まあ, フリーズ, が, ウェイトがなくてできなくて, この辺にガードに
なっちゃったりしても, 悪くはない, かなあと, 思います. もしくは, ちょっとウェイトが
あって, この赤を押しちゃって, この辺になっちゃうのもまあ, まあできればしっかりフリ




他は, 特にないですね. 相手の石を打っても, うーん残した自分たちの石が, 簡単に出さ





そうですね. 相手の石を完全に出しちゃうと, 自分たちの石１つだけ残ると, 相手は, そ
れをヒットステイすれば, 簡単に自分たちの石を, 私たちの石をなくせるので, 確実に, 自
分たちの石が残るようにしないと, もう, 後がないかなあと思うので, 完全に出すのではな






そうですね. ガードだったら, ガードがあれば, もし, 次, 自分たちがそのガードの, ま
あ多分相手は割ってくるんですけど, このガードを. ガードがあれば, ガードが１つでもあ
れば, ここに, ドローすれば, 相手は出すのが難しくなるので, この, ラストエンド先攻っ
ていう状況でガードがないっていうのが一番きついので, 最悪でもガードが, ここに, セン
ターに, ガードがあれば, まだ, 未来が見えるかなっていう, 感じです.  
 
(決定ショットを選択した理由について) 
えーと, まあさっきも, 言ったんですけど, ここに, あれば, 次の相手のショットが, も
う完全に出せなくな, っちゃう, 黄色をどっから押しても, この黄色はハウスの中に残るの
で, その後自分たちがその石をガードすれば, 相手も, 出しにくくなって, スチールの目が
見えてくるので. か, うん, 押しちゃうと, ここら辺に赤, 相手の石になると, 別にこれだ
け, 出すっていうことも, 相手は可能なので, できれば, しっかり, つけたい, まあ難しい
すごい難しいショットなんですけど, ラストエンドなんで, そういう, ちょっと賭けみたい
な, 難しいショットも, やらざるを得ないのかなあと, 思います. 以上です.  
 
(今後の展開について) 
そうですね, しっかり, フリーズできれば, まあさっきも言った通り, えっと, その石を, 
相手は, 打ってくるかどうか, で, まあその後ガードが置けたり, 絶対に出されない自分た
ちのハウスの中の石があるっていうことがすごい強みなので, フリーズの. その後, き, こ
のナンバーワンの赤, を, なんとか, ツーまでもっていって, スチールする, できれば. か





○問題 9(B3S, 実験 2 回目) 
ラストエンドの 1 点ダウンで, 絶対にスチールしないといけないんですけどガードが 1
個もないので, セカンドの 2 投目, ですけど, うーん, そうですね. うーん, スチールしたい
んでガードが欲しいんですけど, いやーこの場面だと, まだガードを置いていって良いか
なあと思います. なんで, ガードを, 2 と 3 の間くらいにガードを置きます. 以上です.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) -------------------- 
(決定ショットについて) 





候補としては, ここに, フリーズまあ角度はまあ, うーん, まあ後ろに, も黄色い石ある




他だとまあやるかどうか, 分かんないですけど, まあ, テイクして, ロールする, いや, 






はい. うーんここに置くと, 相手, 自分の石は無くなんないし, 次押せば相手の石だけ出
せるのですごいフリーズが決まればすごく良いん, 良いんですけど, うーん, 前になっちゃ
ったときとか, うーん, そうですねラインが, うーんフリーズ, この状態でここにフリーズ
するっていうのが, かなり難しいので, ラインが違うと, この辺にきちゃうと, 簡単に相手
打てるし, まあ前になっちゃっても, 相手は, 多分, あんまり, 怖くないの, プレッシャー
のかからない状態で, こうやってロールできたりとかってするんで, 絶対, スチールしなき
ゃいけないっていう状況, でセカンドの 2 投目だったら, まだここにガードを置き続けて, 
良いのかなあと思います. ちょっと, うーん, ここでフリーズするのはまだ早いのかなあと
思います, サードの, 1 投目 2, 2 投目ぐらい, で盤面が変わらないようだったら, フリーズ
していっても良い, かなあと思うのでとりあえずは, しっかりガードを置いて, 曲がりを見
て, もし相手がミスったりしたら, しっかりこの後ろにナンバーワンを, 作れれば, もしく
はここにフリーズすれば, まだスチールできるチャンスが, ガードがあったほうが, でき, 
あるかなあと思ったのでガードを選択しました. 以上です.  
 
(今後の展開について) 
ここにガードを置くことで多分相手は, もう 1 個入れてくるか, もうどんどん割ってくる
か, 多分割ってくると思うので, 石を減らそうとして, でもしそれで, ここにジャムったり
とか, 相手がミスしてくれれば, まあもしここに残ったり, 自分たちの石がハウスの中に残
る状況があれば, それにガードしたりして, でまあ変わらないようだったらサード, ガード
を置いて打たれてガードを置いて打たれてっていう状況で変わらないようだったら, サー
ド 1 投目, いやサード 2 投目, まあ最後まで待ってスキップの 1 投目ぐらいで, ここにフリ
ーズ, まあ最終手段でフリーズするっていう状況で, 最後, えーと 1 点取れれば, まあエキ
ストラエンドまでもちこせるかなあという感じです. 以上です. (了) 
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付録 3.2.3 実験 2:A1S,B2S,B3Sの実験 1,2回目の発話 (問題 10) 
○問題 10(A1S, 実験 1 回目) 
えーと 2 エンド目, 同点の, スキップ 1 投目, 黄色か. 黄色のスキップ 1 投目, 先攻だか
ら, これは 1 点取らせれば, 良いのか. あわよくば, うーんとスチールできれば良いから, 
そうだなあ. うーん, 黄色の裏に, カムアラウンドでも, ああ赤のラインにカムアラウンド
でも悪くないなあ. うーん, でもこの黄色が出されちゃうと, そっか, 黄色が出されちゃう
とだめなのか. だから, うーん, そうだなあ, 赤につけにいくのが強いけど, ちょっと難し
いショット. うーん, どっちが良いんだろうダブルされない所に置ければベストだけど, ち
ょっと危ないよなあ. うーん, 赤に, つけにいく, でもワンがあるから, 黄色を 1 個入れて
うーん, それでも悪くない, まあガードでも悪くないかあ. ガードでも悪くないけど, まだ
でもこっちから打てるから, もう 1 個入れに行くほうが良いかなあ. 決まりました.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) -------------------- 
(決定ショットについて) 




そうですねえっと, 赤よりもこっちの, そ, センターライン側で, 見えすぎちゃうと, こ
の中の黄色と一緒に, ダブルで出されちゃうか, と思うんで, 隠すほうを優先にして, えっ
と赤の裏で, 隠す, でなおかつ理想としてはこのサイドの赤よりも, 強い, 黄色を入れて, 
き, 強いワンツーを作るっていうのが, 理想ですね.  
 
(カムアラウンドの高さについて) 
そうですね, 高さ, 的には, うーん, まあやっぱり理想としてはこの, 8 フットよりも, 内
側の, 赤よりも, 内側に入れるのが, ベスト, なんですけど, もし, えっと曲がりすぎない
で, あ曲がりきらないで, 赤よりも見えるようだったら, なるべく手前で, ハウスに入れな




候補手としてはえっとこの, サイドの赤に, フリーズするか, えっと, ソフトウェイトで, 







あと 1 つ考えられるのはえっとさっきの, カムアラウンドの B プランとか C プラン, に
関係するんですけど, えっとこの, せん, あああの, き, 赤の, ガードの, 前に, そうですね
さっきの, 半分隠れるくらい, でガードできたら, 良いんじゃないかなあと思います.  
 
(その他の候補ショットについて) 
その他は, ないですね.  
 
(決定ショットを選択した理由について) 
そうですね今, えーと, 2 エンド目で, 先攻, あちゃ, 同点, のスキップ 1 投目なんで, そ
んなにリスクがない, 展開, なんで, もしこれで中に置いてダブルテイクアウトされたとし
ても, まあ自分たち, にはそんないすごいリスクは, くるわけじゃないので, うーん, まあ
ここは, 強いワンがあるので, 強いツーを作りにいって, あわよくば, スチールを狙いにい
くっていう形ですかね. まあそのサイドにフリーズするのも, 一緒の理由です. なんですけ
どサイドにフリーズは, えっと, B プランとか C プランがあんまり存在しないので, 中のカ




そうですね, カムアラウンドが成功したら, えっと相手は, うーんと, やはり 2 点取りに
いきたいと思うんで, その, 中の黄色を, 前の赤から叩くか, うーんと, そうですね, もし, 
すごい上手い感じに決まっちゃったら, 前の赤から叩いても黄色が残っちゃう場合がある
んでそういう場合は, もう 1 個, つけにいくか, 前の赤を, ガードを切って, 黄色を丸見え
にさせるか, ですかね. でも前のガードを切る, のは, B プランとして, その, 前の赤からの




○問題 10(A1S, 実験 2 回目) 
10 エンドの先攻 1 点ダウンセカンド 2 投目で中の, ワンツーが赤で, ツーの赤が強い, 10 エ
ンドか, 先攻 1 点ダウンだから, 自分たちはセンターを固めるしかない, うーんまあセオリ
ー的にはガードだけど, ガード, ワンツー取られてるから, ロールでフリーズか, うーんで
も相手はブランク, でも良いんだよなあ, って考えると 1 回ロールしてフリーズでも良いけ





-------------------- (以降 質疑応答) -------------------- 
(決定ショットについて) 
そうですねえっと, 決定したショットとしては, えー, センターライン上にガードを置く








ーズ, っていう候補手と, あとはオープンフリーズとしてこの中のワンに, 自分たちの黄色
をつけにいくっていうことその時につける高さとしては, そうですねセンターラインぐら
いにかかるぐらいで, 斜め前ぐらいがベストですかね. の 2 通りです.  
 




そうですねえっとガードを置く理由としては, やっぱ 10 エンドの, ラストエンドの先攻
で 1 点ダウンなんで非常に厳しい, 状況の中でスチールを狙わないといけないっていう形
なんで, 自分たちはセンターに, ガードを置いて相手がそのがーそを切るときにミスるの




そうですねえっと, やっぱスチールするためには先攻は, えっとセンターラインで, えー
とそうですねガードがあってその裏に, 自分たちの石がワンとしてあるっていう条件が揃
わないと, やっぱスチールは難しいので, スチールを狙いにいくには, やっぱり普通はガー
ドを置いて, で 1 番最後のほうに, 自分たちのワンを狙いにいくカムアラウンドを狙うって








はワンは出れない, あ, 出せない状況になるので, えっと早めにその形を作るのもありかな







そうですねえっと 10 エンドで相手は 1 点アップの後攻なんで, 最悪でも 1 点, 取られて
良いので, もう自分たちの石は, 入れなくて良いと思うんで多分, 黄色側がガードを置いた
のをひたすら, テイクでピールアウトしてって, で黄色はえっとその赤のピールアウトが
ミスって, 赤がこのセンターライン付近に, 残った瞬間を狙って自分たちのワンを, 作りに




○問題 10(B2S, 実験 1 回目) 
えーと. 黄色のスキップ 1 投目. ああ. ええ. こうか. はい, 決まりました.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 




まあフリーズ, できればフリーズしたいですけどまあ, 今の, 今ツーの赤より, 強い位置






候補手は, いや, 他には, ちょっと思いつかないです. まあここに, ドローしかちょっと. 










そうですね, まあ, まあワンツー持てれば, まあ正直どこでも良いかなってちょっと, 思
ったんですけど, まあ, う, 黄色の, ワンの黄色の, フリーズのほうが, スチールの可能性
が高いかなあと思ってそっちにしました. そうですねあとはあの, 黄色 2 つをダブルされな
いような, 位置に置ければ, まあ, どこでも良いかなってちょっと思いました.  
 
(今後の展開について) 
うーん. 相手はどうする. そうですねうーん, まあ, えー, そうですねこの後相手が, あ
れなんですけど, どう, どう, どうするかで. いやでもまあ今, 黄色を, 入れた黄色を, まあ
守るか, ああ相手の, 最後のドローコースを, 防ぎに, この辺に, 置くかですかね. という




えーと, そうですね. まあ赤から, ランバック, か, まあ, ソフトウェイトで, 黄色を, ち
ょっと, い, 触りにくる感じですかね.  
 
(ソフトウェイトで触りにくるとは, 具体的にどのようなものなんでしょうか) 
えっと, まあこうなったとしたら. こうきて, この, きて, これを, これをテイクするっ
ていう.  
 
(触りにいくというのは, 普段どういったような意味で, 使用されてるんでしょうか) 
普段, ああまあ, まあちょっと下げたり, まあ, テイク, まあ, 石の場所を動かしたり, す
るときです, ですかね, つか, 使うのは.  
 
(触りにいくという表現は普段使われますか) 




○問題 10(B2S, 実験 2 回目) 
2 エンド, 先攻, スキップの 1 投目. えーと, とりあえずワンは持ってる. うーん. あ. こ
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こでも悪くないか. ここでも, 危ないか. 隠れれば良いけど, ミスったらやられる. うーん
と後は. えーと, いやでもこれはちょっとこっちかなあ, これは, ○○○○か. ガード置い
ても○○か. まあでもスチールはできそう, だけど, 2 エンド目だしな, 相手の. はい, 決ま
りました. (了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 
ええと, 相手のハウス内にある, 赤のストーンを, ここっち側, から, こういって, 少し
押す. また, できれば出したいけど多分, まあ, お, 押す, 押して, これで, こことここでワ
ンツー, 取るっていう, ようなショットにしました.  
 
(フリーズではなく少し押す, できれば出したいというような認識で大丈夫でしょうか) 
そう, ですねはい.  
(候補ショットについて) 




できればあのフリーズ, が, 良いですね, 黄色の前に.  
 
(フリーズの仕方について) 
ああえっと, えっと, まあ赤, この, 前にある赤の, 赤にしっかり隠れるような, 位置に, 
なんか. こんな感じですかね, に, つけたい.  
 
(他の候補ショットについて) 
他は特に, 思いつかなかったです.  
 
(決定ショットを選択した理由について) 
えーと, そうですね, まああの, スチールを狙いにいくんだったら, 多分, 左側, うん, 黄
色の前にドローのほうが, 良いと思うんですけど, こっちのドローだったらやっぱり, ミス
った時に, ダブ, ダブル, ダブルテイクアウトされる, リスクが, 高いかなあと思って, ま
あでもまだ 2 エンド目なんで, まあ, そんなに, スチール狙いにいかなくても良いかなって
ことで, まあここで, その, ワンツー, 取れれば, まあ相手に 1 点取らせられるっていう形
にできるんで. なんで, まあダブルのリスクが低い, 右側のほうにしました.  
(今後の展開について) 
そうですねえー, まあ, まあうーん, まあ, まあ 1 点取らす, このエンドは 1 点相手に取
らすっていうエンドにしたいんで, 相手が, 相手の, 石が入ってきたら, それ打ってってい
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う, 感じですかね.  
 
(先程 2 エンド目なので, No.1 黄色ストーンにフリーズではなく, No.2 赤ストーンをちょっ
と押すという選択をしたと思いますが, 盤面が同じ状態でどのような状況であれば, スチ
ールを狙うという風に考えると思いますか) 
ああええと, スチール, まあめっ, めちゃくちゃ負けているとき, とか後は, もう, 残り
のエンド数が少ないっていうとき, で, もうここで絶対点を取らなきゃいけないっていう





ええと同点で, エンド数が重なったっていうのは, ああ, ええと, 同点で 9 エンドとか 8




ああ, そう, 同点でラストエンドとかだったらまあ, 1 点取れれば良いんで, ああ, うーん
とどうですかねうーん, まあでも 9 エンド目にこの形になったら, やはり, 1 点取らせて, あ
の 2 点, ラストエンドで狙うっていうほうが, うーん, 僕らのチームはいつも, そういう感
じで, やってる, そ, そっちのほうがやってるほうが多いかなって思います, けど. あー, 
うーん, ちょっと場合によるかもしんないですけど.  
 
(同点の 8, 9, 10 エンド付近であれば, どのようになるという風に考えているんでしょうか) 
同点の, 8. ああ, 同点の 8 エンドなら, そうですね, 8 エンドだったら, 8 エンドだったら
そうですね, ああでも. 同点だったら, うーん. ああでも 8 エンド目だったら, こっちかも
しんないですね.  
 
(9, 10 であればちょっと変わってくるかもしれないっていうくらいですか) 
ラストエンドだと, どうですかね黄色, 黄色を守るようなあれかもしれない.  
 
(黄色を守るようなというのは, どういったようなことでしょうか) 
えーと, 相手の, ラストだったら, えーとスキップ 1 投目ですもんね, えーと, ガード, う






相手のこの, これで, くるのを防ぐっていうのと, 最後のら, 相手の, ラストドロー, こ




そうですね, まあでも, センターガードを置いたらあの, もし黄色出されたときに, やっ
ぱ相手 2 点取れ, 2 点, 相手にやっぱ 2 点取られてしまうんで, まあ, まああの, まあセオリ
ー通りというか, 1 点取らす, ここはまだそんなに, 攻める必要ないかなって思って, 1 点取




○問題 10(B3S, 実験 1 回目) 
2 エンド目の 0 対 0. 先攻スキップ, 1 投目でワンを持ってるので, 今回は, ゼロゼロ, も
し, この赤の石が見えてたら, これを打つんですけど. 全く見えてないっていう状況だった
ら, まあここにフリーズするドロー, かもしくはガード, もしくはこっちにガード, になる
んですけど, まあ相手に 1 点取らせてこう, 次のエンド後攻でも良いので, 無理に 1 点取る
より, ここに, フリーズで, も悪くないかなーと思うので, フリーズで良いかなと思います.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) -------------------- 
(決定ショットについて) 
はい. えーと, このナンバーツーの赤の石にフリーズをして, 強いワンツー, 隠れてるワ




候補手はまあ, さっきも言ってたように, ここか, ここか, まあウェイトがあればここま
で持ってきても良いし, なければここに止まっても良いしっていう, この黄色を狙われな
い, 1 回で出せないように, ガードを置くっていう, 候補もあります.  
 
(センターガードの位置についてはどのように考えていますか) 
うーん, まあ, こっち, まあさっきにもあったと思うんですけど, こっちだと, ダブルが, 
狙いやすくて, 高い所にあると, そのままここにフリーズ, が狙いやすいので, 今の状況だ








その他, だと, そうですね. うーん, まあ先攻なんで, ダブルされない位置にワンツー持
ってると, 相手にスチール, んん, 相手に 1 点取らせるもしくは, こっちのスチールの, 目
があるので, あい, ワン, ダブルされない位置にワンツーを, っていう意味だったら, この
辺, こっちから, こういう感じで, この辺に置いても, T 奥なんですけど, この辺に置ければ
絶対にほぼ, あ, まあこっちかな, 見えなくもないんですけど, ダブル難しいので, 完全に
隠せるならここでも良いし, そうですね, もありだと思います. ちょっと後ろまでもってい
くけど, ツーになる, ワン, ダブルされない位置にワンツーを, 置くっていう意味でも, ツ
ーを置きにいくっていうショットでも, 悪くないと思います. 以上です.  
 
(先程の説明で, T ラインより奥, 手前のものがあると思いますが, こちらについてはどうで
すか) 
私, T 前に置くんだったら, 完全に隠しきらないと, こっちからのダブルがあるので, T 前
に置くんだと, この辺に置いちゃうと, あまり良くないかなあと, 思うので, 奥になっても
良いから, この辺とか, で私は良いのかなと思います. もしくは, こっちのフリーズを狙っ
て, あまり曲がらないプラスウェイトがあってこの辺までいくとか, のが良いかなと思い
ます. あまり, この辺, 前になると, ダブルされかねないので, 別に, ワンは持ってるんで, 
ツーは別に T 奥でも, 良いかなと思います, 私は.  
 
(どちらでも良いというイメージですか) 
そうですね. あるなら, 後ろまでもってっても大丈夫だし, なさそうだったら, しっかり




そうですね, まあ, 一番リスクをが少ないので言うと, うーん, こっちから狙って, こう, 
こっちだったら別に T 前どこに止まっても良いんで, こっちにやるのが良いかなと思いま
す. 狙えればここにフリーズも, 狙えるので, こっちにフリーズ狙って, 後ろもしくは前に
止まる, だったら簡単に, ツーまでに, ツー, このい, 赤の石より強くなれば, ダブルされ











はい. えーと, まあ, ガードを置いても良いんですけど, まあ 1 点取られるのは全然問題
ないので, この状況だと, 相手にむしろ 1 点取らして次, 後攻で攻める, っていう展開に持
っていきたいかなあって思うので, そう考えると別にこのワンは狙われても良い, むしろ
難しいので狙ってミスしてくれればラッキーだなーっていうぐらいに考えてれば, 良いか
なーと思うので, こっちにフリーズして, ワンツーを作っとくことで, 最後のショットで, 
相手が, ここにドローを決めて, 相手に 1 点を取らせるっていう形にもっていければ, ベス
トかなっと思って, こっちにフリーズが良いかなと思いました.  
 
(今後の展開について) 
はい, えーと, その後になると, 相手がまあこっちにつけてきたり, ワンの石につけてき
たりすると思うんですけど, もしここにさらにつけたりして, 相手, ワンを持っていれば, 
最後相手が, ここにドローして, 1 点, 相手に最後センターにドローさせて 1 点っていう, 1




そうですね, ここに, 自分たちがつけた後の相手のショットとしては, まあここにフリー
ズするか, まあ見えてる, うーん, 自分たちが, 赤ストーンだったと考えると, そうですね
ワンツー相手なんで, まあセンターが空いてるので, 1 点はまだ取れる未来があるので, こ
っちにフリーズしてくるかなあと思います, 相手は. もしくは, もう 1 投ですね, もう 1 つ





○問題 10(B3S, 実験 2 回目) 
えーと 2 エンド目の同点で先攻, のスキップ 1 投目. なので, そうですね, まあここはし
っかり相手に 1 点取らせて良いかなあと思うので, ってなるとワンツーを, ダブルされない





-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 
はい, えっと, ナンバーツーの赤の石に斜めにフリーズします. 以上です.  
 
(候補ショットについて) 
はいえっとまあ, 私は今こっち側に, フリーズするって言ったんですけど, この辺に, ワ
ンツーで, 縦に, カムアラウンドもう 1 つできれば, っていうのもありかなあと思います.  
 
(カムアラウンドの位置について) 
そうですねまあ, ウェイトはまあできればこの, ツーの赤ストーンより, 強い石を作りた
いので, まあ最悪, 奥になっちゃっても良いし, まあこの辺なた良いんですけど, これの場
合重要になるのが, ラインのほうが重要でもしこの, 自分たちのナンバーワンストーンよ
り手前に, 置いちゃうようなウェイトだったとしたら, もし, ガードよりもかなり見えた位
置にあると, ダブルされかねないので, もし曲がってきてないようだったら, この黄色スト
ーンより奥までもってきちゃうのがベストで, もしウェイトが良いぐらいなのであれば, 
プラスラインが良ければ, できれば, 前に置いておくのが良いかなあと思います, ウェイト
っていうよりかしっかりナンバーツーになる位置までもってくるっていうような感じ, だ




は, ついてても大丈夫です, あのしっかり隠れていれば, 近くても大丈夫ですけど, あの





他は特に, ない, ですかね 
 
(決定ショットを選択した理由について) 
はい. えっと, まあさっきもや, あったんですけど, こっちに, こっち側に, カムアラウ
ンドするとなると, やっぱりガードからちょっと外れてしまうと, ダブルが簡単に狙えち
ゃうっていうのが, これのリスク, のショットのリスク, で, もし曲がってこなかったとき
にもっと奥まで持ってこれれば良いんですけど, この黄色ストーンより手前に, 手前で, 隠
れない状態になっちゃうとダブルがあるので, そのリスクがかなり, 大きいかなあと思う
ので, 私はどっちかっていうと, こっちまで, こっちが側に, ドローをして, ツーまでもっ
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てこれれば, っていうのが, ベストかなあと思います, リスクが少ない, まああの, 先攻, 
先攻で 1 点取らせたいときはやっぱダブルされない位置にワンツーを作るっていう, のが
大事だと思うので, 左側にカムアラウンドするよりは, 右側にドローして, しっかりダブル
されないような位置で, ツーまでもってこれれば良いショットかなと思ったのでそっちを
選びました. 以上です.  
 
(今後の展開について) 
はい. フリーズされたら相手としては, ワンツー取られてるので, まあもう 1 つこっちに
つける, かまあ多分こっちにつけるかみたいな感じになってくると思うので, そしたらま
た, フリーズしたり, して相手が複数点取れないような形に, 1 点で抑えられる形に, してい
けば良いかなと思います. まあフリーズもそんな, ちょ, フリーズって難しいショットなん
できれいに決まる, のは中々ないと思うので, もし打てるようだったら, 打ちながら, しっ
かりダブルされない位置にワンツーをもった状態で相手にラストショットを投げさせる, 
ような感じで進んでいくと思います. 以上です.  
(了) 
 
付録 3.2.4 実験 2:A1S,B2S,B3Sの実験 1,2回目の発話 (問題 13) 
○問題 13(A1S, 実験 1 回目) 
えっと 10 エンドで, 先攻のセカンド 2 投目で, 先攻が 1 点ダウン, で, 黄色の石が, 中に
ない, 状態. ラストエンドだから, ここはスチールしないといけないってことは, 自分たち
の石を, 強いワンを作らないといけないから, 中の赤に, フリーズ. うーん, これしかない
かあ, 決まりました.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 
そうですね決定手としては, えーと, 10 エンド, ラストエンドで, 先攻, 自分たちが先攻
で 1 点ダウン, っていうことなんで, えーと, かなり厳しい状況なんでこれは, 黄色のスト




も, 本当に少しだけ見えるっていうのが理想なんですけど, えーと, まあそうですね理想は
そうですけどまあ, 飛ばされない位置に黄色のストーンが置ければ良いので, まあ黄色の, 
ガードの裏に, うーん, まあ赤につければまあ, 問題ないと思います. 飛ばされないように





候補手としては, そうですね, うーん, フリーズじゃなくて, えーと, 自分たちの黄色の
石を, えーとソフトウェイト, 遅いウェイトで, えーと, ちょっと, 中の赤を, 叩いて, 赤を, 
えーと, 4 フットのここら辺ぐらいまでもってきて, 自分たちの黄色い石を, ここにワンに








いって, 自分たちの黄色のストーンが, 曲がらな過ぎて, えっと, 自分たちのストーンが出
ちゃって, 赤のストーンが残っちゃうっていうのが 1 番最悪なんで, それ, そのリスクがあ
るならフリーズを狙いにいこうかなっていう, まあでもこれは, わりとチームの得意不得
意だと思うんですけど僕ら, のチームだと, ソフトウェイトで叩くよりはフリーズのほう






そうですね, えっと, テイク, のウェイトの話になるんですけど, テイクのウェイトが, 
えっと, 遅い, ウェイトが得意なチーム, だったら, これは全然狙いにいっても大丈夫だと
思うんですけどそれが得意じゃないチームだったら, えーと, フリーズで, 黄色のストーン
をつけて, でそれを押していくっていう, 単純なドローに, 切り替えるほうが, たぶん簡単




そうですねえっと赤ストーンに, フリーズしたら, 相手, のチームは, もし黄色が, 横, 
付近にこう, 広がっているようにフリーズしてたら, えーと, 黄色を少し叩けば, ハウス内
が, こう散らばって広がるんで, えーとそれで, 展開を変えてくる, かもしくはえっと, 完
璧にこの黄色のフリーズが決まったとしたら, えっと相手も同じように, 中のストーンに, 




○問題 13(A1S, 実験 2 回目) 
えっと, ラストエンドの先攻, 1 点ダウンのセカンド 2 投目. 先攻, セカンド 2 投目で. え
ーと先攻で黄色だから, 中にでも 1 個きれいなのが決まってるから, うーん, 赤を直接叩い
ても良いけど, 難しいから, フリーズか, ランバック, 決まりました.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
 
(決定ショットについて) 
そうですね, 決定したショットは, えっと, この赤にフリーズですかね.  
 
(フリーズの仕方について) 
そうですねフリーズの仕方としては, えーと, そうですね赤よりも, 前で, できるだけ, 
前に止めたい, から, そうですね, まあ赤よりも前だったら良いって感じですかね.  
 
(縦とか斜めにフリーズするかどうかについてはそれほど考えてないということですか) 




はい. 候補手としては, えーとそうですねバックラインぐらいのウェイト, ぐらいで, 赤
を直接叩く方法と, 前のこの黄色から, 赤を直接叩く方法の 2 つですかね. ランバック, と
直接の 2 つです.  
 
(それではこの 2 つ以外の候補ショットはないということで大丈夫なんでしょうか) 




けれども, えっと, 通常ドローウェイトで, バックラインに止まるぐらいのウェイトで, え
っとそうですね, ちょっと強めのドローっていうイメージで, 赤に当てて赤を後ろに下げ









そうですねえっとこちらの, やりたい方向としては, プランが 2 つあって, えっと自分た
ちが打った黄色が, えっとハウスのワンになっている赤に, ヒットアンドステイするのが, 
1 番理想的で, でもう 1 つのプランとしてはこの, ハウスあの, 中のワンの赤の芯よりも左
側に当たって, えっとそれ当たった黄色が, こっちのもう 1 つの赤に当たってダブルテイク
アウトできるっていう, プランの 2 通り, ですかね.  
 
(決定ショットを選択した理由について) 
そうですねえっと先攻の, 黄色のセカンド 2 投目, なんですけどえっと, 第 10 エンドで
1 点ダウンの先攻ってことは, えっと最低でもここで 1 点取らないといけないので, えっと
1 点取るには, 強いワンが必要なのでここで赤の, この中の強いワンに, 自分たちの黄色を
つけて, でそれで, もう 1 投次のもう 1 投で, そのつけた黄色をちょっと押すことによって, 
赤をバックガードにして, えっと黄色を 2 つ, ワンとツーを作るっていう, 作戦ですね.  
 
(ランバックよりも No.1 赤ストーンにフリーズを選択した理由について) 
そうですねえっと, ランバックした場合に, えっと, このダブルテイクアウトで赤 2 つ飛
んでいってしまうと, 前に自分たちのガード, 2 つしか, 盤面上に残らないと思うので, えっ
と次の相手の 1 投で, 片方のガードが切られちゃうと, 残る 1 つのガードストーンを 1 個, 
だけでえっと先攻の, 先攻で 1 点取らないといけないので非常に, 厳しい状況になってしま
うんですよね. でそれでもう 1 つのプランのランバックの, したランバックしたストーンが, 
内側, 中の, 赤にヒットアンドステイした場合も, えっと強いんですけど, これはちょっと
難しいので, 完璧に決まらないと, また厳しい状況になってしまうんで, ちょっとでもつけ
てれば, 強くなるこのフリーズを選んだ感じですかね.  
 
(今後の展開について) 
そうですね相手はえっと 1 点アップの後攻なので, えっとハウスの中をクリーンにして, 
1 番最後の 1 投, を入れるか, スルーするか, の 2 通りで多分勝ちにくると思うんですけど, 
自分たちは, 先攻で 1 点取らないといけないので, センターライン上をごちゃごちゃさせな
いといけないんで, 相手はこの自分たちの黄色のガードを, 切ってくる, のに対して自分た
ちは, ガードを置いてガードを置いてってやって, 最後ガードミスったら, 自分たちのつけ








○問題 13(B2S, 実験 1 回目) 
えっと, 10 エンド, 先攻. ああ, えーと. えーと. はい, 決まりました.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 
えっと, 黄色の裏, 赤の前に, フリーズ, です.  
 
(フリーズについては, 右からでしょうか, 左からでしょうか) 
ああ, えーと, ええ. うーん, こう, こうですかね.  
 
(フリーズの仕方について) 
ああ, えーと, しっかりあれですね, たっ, ああ, まあでも, ちょっとあれですかね, 左よ
り, に. と, こんな感じかな. 若干, 角度つけて, つけたいなって思います.  
 
(候補ショットについて) 
いや, 候補は, うーん, いや, フリーズ以外はちょっと, 思いつかないですね.  
 
(決定ショットを選択した理由について) 
はい, えっと, そうですね, ラストエンドなんで, まあ, 1 点取りたい, ってことなんで, 
まあここにつけて, まあこの黄色の裏にどんどん置いてって, 最後はあのちょっとずつ押
して, 最後, にワン取れればなって, 思ってフリーズにしました.  
 
(今後の展開について) 
ここは, そうですねもう, こっちはもう, ガードの裏にカマーしていく, っていう感じで.  
 
(No.1 フリーズのあとに, 相手はどうくると考えているのでしょうか) 
あこの, あまあ, フリーズっていうかちょっとずつあの, つけて, 押し押し, ちょっと押
すっていう感じで, これを下げて, こいつもまだ下げてっていう.  
 
(もう少し描いていただいても大丈夫でしょうか) 
あはい, えっとそうですね. こう, なんというんですかね, これで, ここに, まあフリー
ズという, フリーズというより, 速い, ちょっと速いドロー, っていうか 
 
(タップですか) 
そうですね, タップ, バックフォーぐらいのウェイトで, まあほぼバックエイトぐらいで, 












○問題 13(B2S, 実験 2 回目) 
えーと, 9 エンド, 先攻, セカンドの 2 投目. 1 点負けてて. ○○○○1 点ダウンで先攻. う
ーん, 困った. こう. うーん, ガードするか, いやでも. あーどうかなー. ○○で, ○○○, い
なくなって, ○○○とこある. ○○○○, 赤取らなきゃいけないから. あー, そういうことか. 
あーそうか. 突っ込んで, 相手, 入れてこない. 感じで. えーと, どうしよ. はい, 決まりま
した.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 




こういう風にしたい, えーと, そうですねあの, かっちり赤につけたいんで, まあまあ縦






候補は, えっと, 今まる描いてあるところ, 1 番, くらいに, センターガード, を置くショ
ット, です.  
 
(その他の候補ショットについて) 






そうですねまあ, セン, まあセンターガード, 今置いててもまあ, 最後は絶対なか, ハウ
スの中に入れなきゃいけないんで, 今ガード 1 個あるんで, まあ先に入れちゃおうかなって




そうですね, これが, 赤に止まれば, まあ後は, ガードを置いて, まあスキップ, スキッ
プというかフォース, フォースのショットで, まあ, 赤, ずらして, まあなんとか 1 点スチ
ール, できる, ように, ような, 形にもっていければ, っておも, いました.  
 
(今後の展開について) 
そうですねまあ, 相手, いやまあ分かんないんですけど, 相手ピールかなって思って, 相
手の次のショット, なんで, まあさっき言ったとおり, ガードを置き続けて, まあ最後のほ









そうですね. うーん. まあ先, うーん, まあ特に, ないんですけどまあ先に入れたほうが, 
先につけといたほうがまあちょっと, 安心感あるかなあって思って, 特に理由は, ないです.  
 
(どちらでもそれほど差がないからっていう認識ということでしょうか) 




まあそうですね, あ, うーん. うーん. まあうーん. まあ先にここに, つけにいってまあ, 
いったらまあ相手もこれ, この 2 つ, なんていうんですかね, 黄色と赤のこの, くっついて







そうですね. なんでまあ, 後はまあさっき言った, 先に入れといたほうが, まあ精神的に
も楽かなあと思って, っていうので, まあガード, よりは, まあガード今 1 個, あるんで, ま




○問題 13(B3S, 実験 1 回目) 
これもラストエンド 1 点ダウンの先攻, で確実に 1 点を取りたいっていう状況で, しっか
りガードはあるけど, ガードの後ろには相手の石, っていう状況なんで. これ, も, これ, 
もというかこれはかな, ここに, フリーズ, するのが, ベストだと思います. 以上です. 
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 
と, ここ, ナンバーワンの赤の石にフリーズするショット, が良いと思います.  
 
(フリーズの仕方について) 
はい, えーと, まあ, ここにフリーズして, 後々は, この赤を, ナンバーワンの赤を, 完全
に出すかもしくは後ろに押さないといけないので, 完全にこのガードに隠れちゃったらあ
まり意味がなくて, なんで, ガードからは見える位置で, なん, ちょっと斜め, 縦かもしく
はちょっと, 斜めにつける, のがベストだと思います.  
 
(候補ショットについて) 
候補手はあんまりなくて, ラストエンドで, 絶対に 1 点取らないと, スチールしないとい
けないので, っていう状況で相手にワンツーガードの後ろに石が置かれているので, 自分
たちの石を出されないかつ, ハウスの中に強いツーを作るっていう意味でここにフリーズ
する, 以外は, 特に, ないかなと思います, まあ, この, シートがかなり曲がるシートで, こ
の赤を直接狙って, プラス黄色の後ろに隠せれる, ロールできるっていうショットが可能
だったら, まあそれも, ありっちゃあり, あるとすればそれかなと思います.  
 
(そういう場合であればするけど, 基本的にはなしということでしょうか) 
そうですね. もし, この, ガードの黄色に当たっちゃって, ガードがなくなっちゃうとか







そうですね, あんまりテイクにしても, 自分の, 石がなくなっちゃったりとか, 隠れてる
のでガードの石に, まあ難しいショットになるっていうのも含めて, あまりテイクを狙う
よりかは, ドローで, 狙っていったほうが良いのかなと思いました.  
 
(今後の展開について) 
そうですね. ここに, 置い, しっかり置けたら, まあ自分の石が出されないので, 赤, ど
んどん押してって, 自分たちの石がワンに, なれば, スチールもまだあり得るかなと思うの
で, まずはしっかりここで, フリーズ, を決めるのが, 大事かなと思います. そうすれば, 





この辺にフリーズして, 自分たちのセカンドの 2 投目で, すると, 相手は石出せないので, 
まあもしかしたらガードを置いてきりたり, するかもしれないですけど, そっからソフト
ウェイトで, こんな感じで押すと, 相手の石がちょっとずれて, ここまでもってこれれば, 
自分たちの石がワンになる, プラスガードが, お, ２つあるので, 相手も, 直接狙いづらい
っていうような状況で, もし完全に押せなくても, まだワンのままで, 相手の石が残っちゃ
ったとしても, もう一回, 狙える, 狙ったりして, 押して, 自分たちの黄色から押して, 相





○問題 13(B3S, 実験 2 回目) 
ラストエンド先攻の, セカンド 2 投目なので, 絶対に 1 点スチールしないといけない, 場
面なので, 本当はガードが 2 つ欲しいんですけどセンターに. 今の状況ではなくて, セカン
ドの 2 投目なので, 私は, まあガードをここに置くよりも, ここにもうつけていったほうが, 
良いんじゃないかなあと, 思います. 以上です.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 
はいえーと, このナンバーワンの赤ストーンに, ガードから見える位置で, 斜めに, フリ





本当は 2 つガードがある状態で自分たちの石を入れたいんですけど, ここにガード置いち
ゃうと, 相手の石を守ってしまって, どうしようもないので, でも, この石を, 打つと, 打
っても, 打って自分の石が残ってもあまり, 意味がないのかなあと思うので, うーん, 候補
としてはまあ, 先に, これが結構見えてるんであれば, 遅いウェイトで, ここまでもってき




そうですね, できるだけ高いほうが良いかなあと思うんですよ, 思ってて, まあ高ければ, 
自分たちはその後絶対この赤の石にフリーズするか, この赤の石を出さなきゃいけないの
で, 高ければこれをかわして, この赤いストーンの所までもってけるかなあと思うので, ア
イスの状況にもよるんですけど. 曲がるアイスだったらそれが可能, かな, なのかなと思う







が, フリーズの, 良い, メリットだと思うのですごい, このラストエンドっていう状況でま
あ難しいショットではあるんですけどまあ多少押し, 長くなって押しちゃっても良いし, 
多少短くなって前になっちゃっても良いので, この赤を狙える位置に, ストーンを置いて
おくと, もしかしたら, 相手が, 押してくれたり, なんかジャムってくれたり, してくれる
かもしれないので, まあ 1 番ベストは, ここにつけることが, 自分たちの石をハウスの, セ
ンターに置いておきつつ出されにくいように, 置いておくのがガードやまあ押すのも同じ
ような形なんですけど, まあ, 簡単かつ, 簡単ていうかまあ, ショットの成功の幅が広いか





もし, ちょっと, この辺にウェイトが足りなくて, この辺に止まってしまったとしても, 





るので, この黄色ストーンは, うーんあのー, 短くなったとしても, ちょっと相手は嫌な, 
位置かなあって思うので, うんこれでもまあ別に悪くはないと思います. 本当はもうちょ
っと近づけたいですけど, こうなっちゃっても大丈夫っていう意味で, フリーズが良いか
なあと思います. 以上です.  
 
(今後の展開について) 
はい. えーと, した後はまあ相手, きれいに決まれば, 相手がまたフリーズしてくる, か
どうか, なんでまあ, 自分たちがフリーズした石をちょっと押しつつ, どんどんこつこつ押
していって, 自分たちの石がワンになるように, かつ出されにくいような位置でちょっと
溜めていくような展開にして, 最後 1 点取れれば良いかなあと思います. 以上です.  
(了) 
 
付録 3.2.5 実験 2:A1S,B2S,B3Sの実験 1,2回目の発話 (問題 17) 
○問題 17(A1S, 実験 1 回目) 
えっと 2 エンド目で, 先攻, 赤が先攻で, 2 点アップ. と黄色は 2 点ダウンで, 後攻のサー
ド 1 投目. 2 エンド目, サード 1 投目. で, ハウスの中は, とストーンがあってクリーンにで
きないから, 黄色は, ワンが強いから. うーん, 2 点ダウンか, はい決まりました.  
(了) 
 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 




そうですね, えっと, 黄色をこの, センターライン上に置くと, 結構試合の形式的に, 面
白い試合になるんですけど, えっと, 黄色のストーンを, えっと, 少し, 見えるように, 赤
の, センターラインより右側に置いても, 自分たちの黄色の石があるんで, 簡単には飛ばさ
れないっていう, こと, があるんで, えっとこのセンターラインより, えっと右側には, 置
きたいなっていう, 考えで, フリーズしにいきますね.  
 
(候補ショットについて) 
候補手としては, えっと, 前の, えっとガード, 出しにいく, っていう 2 枚, ダブルピール
アウトを狙いにいくのと, あともう 1 つは, えっと前の黄色のガードだけを, ピールアウト
する方法と, あと自分たちの黄色のストーンを使って, 中を直接ランバックで叩きにいく, 
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そうですね, この赤にフリーズ, 後攻のサード 1 投目なんで, えっと, そうですね前を, 
前の黄色をきっ, ピールアウトしたとしても, 相手にもう 1 回ガードを置かれちゃうと, え
っと自分たちが攻める, チャンスが減っちゃうの, と, あと, 直接フリーズしにいったとき
に, えっと, ここら辺に, もし止まってしまっても, その次の手でこの黄色から赤に直接叩
けるっていう B プランが存在するので, えっとこっちを選びました.  
 
(ランバックを選択せずに, フリーズを選択した理由) 
そうですね, えっと, ランバック, でも悪くないと思うんですけど, えっと, この T ライ
ンよりも奥に, 赤のストーンと, あと, 赤につくようにして黄色のストーンがあるんで, え
っと, 相当速いウェイトで当てないと, えっと 2 枚飛んでいかないので, えーそうですね赤





たちのストーンにつけていく形としてなんかその, ドローの戦いになると, 思います. えっ
とそれで, も, またこの黄色のストーンに, 赤がつけられたら, たぶん自分たちは 2 点は取
りにいけないで 1 点だけ取りにいくような, 形になると思いますね.  
(了) 
 
○問題 17(A1S, 実験 2 回目) 
2 エンドの, 2 点ダウン後攻のサード 1 投目, 2 点ダウン, 後攻 2 エンド黄色, 最低でも 2
点は欲しい, で黄色はワンがちょっと弱いなあ, 簡単に黄色が出されちゃうから, ここはフ
リーズの一択だなあ. 決まりました.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 
えーと, 決まったショットとしては, そうですね赤にフリーズで, えっとフリーズする場




ると, 自分たちの黄色がもう簡単に出ちゃうんで, なるべくセンターラインによるように, 
赤にフリーズ, をします.  
 
(候補ショットについて) 
候補手としては, そうですね, うーん, 特にないですね.  
 
(決定ショットを選択した理由について) 
はいえーと, そうですねえっと 2 エンドで, 後攻で 2 点ダウン, ここで 2 点を取っときた
いので, 取っときたいんですけど, 相手がワンをもってて, ツー, 自分たちはツーなんです
けど, 相手のワンから簡単に出せちゃう状況なんで, ここはさらにこのワンの, えっと赤に




えっと相手は先攻で, えっと最低 1 点に抑えたいと思うんで, 自分たちのフリーズした石
に, 相手もフリーズすると思います. で今サード 1 投目なんで, えっとスキップの 1 投目か
サードの 2 投目で, えっと少し強めのドローで中を, 少し広げてあげて, でそうですねえっ
と, 打てそうな赤い石があったら, えっとスキップのラストショットか, 1 投目で打って, 2









(決定ショットのフリーズにおける B プランは, ウェイトを強めに設定するのでしょうか, 
弱めに設定するのでしょうか) 
そうですね曲がるアイスだったら強めのほうで, 曲がんなかったら, えーと, そうですね, 
なるべく赤に近くして, 自分たちもその置いた黄色から赤を狙えるようにしたり, 相手が




少しでも, えーと厚く当てて, ハウス内を広げて, えーとそうですね盤面をちょっと, 変え
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○問題 17(B2S, 実験 1 回目) 
先攻. えっと 2 点ダウン. で, 後攻. サード 1 投目. ワンは取れないか, うーん. えーと, 
ランバックか, フリーズか, だけど, うーん, ここに○○か, はい, 決まりました.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 






他はそうですねあの, えっと, ここから, こういって, ここに○○して, これをちょっ, 
下げる, っていう感じか, あの, 黄色, ピールしちゃうかですかね, ガードを.  
 
(どのようにピールしたいと考えていますか) 
えっと, こ, こう.  
 
(他の候補ショットについて) 
あ, な, ないです. ああまあそれか, えっと, ここ, 2 つ, こうですかね.  
 
(他の候補ショットについて) 





ああええと, 黄色がですか, 黄色がってことですよね. 黄色. そうですね, 赤にちょっと, 
斜めというか, えーと, ここ, ちょっとあの, ガードから, 半分ぐらい, 出て, 見えるぐらい, 






あああの, まだあの石, 4 投ある, 4 投, まあ投げた後, 3 投あるんで, まあちょっとガード, 
まあワンが結構, 今のままだと, 直接と, 取りにいけ, た, 取りにいけないので, まあ, ラン
バック狙って, まあ最悪ピールになっても良いかなっていう, 感じで, それにしました.  
 
(ということはランバックが決まらなくても, B プランとして, 候補手で挙げて頂いたガー
ド, ピールというのが考えられるということでしょうか) 
そうですね, そう, そうですね.  
 
(ランバックが上手く決まった場合に, 後ろの 3 つの石がそれぞれどのような動きをしたら
良いかっていうのを絵で描いてください) 
と. それか, そうですね, こうい, ちゃ, ちゃ, あ, 正確に描けないですね. えっと, これ
が, こういって, ここからこれもいって, まあこれも, 取れたら良いかなていう, これが 
 
(赤ストーンもそのあたりということですかね) 
あ, でも, テイクできたらな. はい.  
 
(その黄色ストーンもその矢印の先にある辺りが) 




そう, そうですね.  
 
(今後の展開について) 
まあ, あい, まあ, これ, が, ちゃんと決まったらまあ, ここにガード, 残ってて. で, そ
うですね, 相手多分, こう, ここで, こうかな, って思うんで.  
 
(その後についてはどうでしょうか) 
はい, えー, えっと. まあそうですね, こっちのショットとしては, まあ, バック, バック
ラインバックエイトぐらい, あの, まあドロー, ちょっと速いドローって, の感じで, あの, 







○問題 17(B2S, 実験 2 回目) 
うーん. ○○○, センター置かれても一緒だもん. まあでも今切るかピールで良いか, う
ーん, ああピールのほうが良いのかなあ, ○○○なったら. うーん, ピールか, はい, 決ま
りました.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 
えっと, こういって, 前の黄色をピールにしました.  
 
(候補ショットについて) 
候補はまあ, こういって, 黄色をちょっと, 赤と黄色をちょっと押すっていうショットを, 
をちょっと思い, 思いつきました.  
 
(そのほかの候補ショットについて) 
他は, 他はちょっと思いつかなかったです.  
 
(決定ショットを選択した理由について) 
今あの, 中の石を, いじりにいかなくても, あと 3 つ石残ってるので, まあここ一旦ピー
ルして相手に 1 回ガードを置かせるっていう, っていうか置かせて石 1 個, 相手に使わした
ほうがまあ, 中いじるとき, 良いかなと思ったんで, でまあ, まあ相手がガードミスる, ち
ょっとず, ずれたりすることもあるので, まあ, そっちのほうがまあ, 2 点, 2 点というか, 2
点取る可能性は高いかなあと思って, ピールにしました.  
 
(相手に 1 投使わせた後の展開について) 
あとはあの, さっきも, こ, これで, 押してっていう, ショットです.  
 
(相手に 1 投消費させたうえで, 中にタップをしにいくということでしょうか) 
はい.  
 
(なぜこの問題のタイミングでいくのではなく, 1 投使わせようと考えたのでしょうか) 
まあ相手, い今, さっき, やって 3 投残ってる状態で, 中いじったら, まあ相手もまだ, ま
あやっぱり 3 投残ってる, ときより, 2 投残ってるときにやったほうが, まあ相手できるこ
と少ないかなって, 思ったんであと, まあわりとタップすれば, に 2 回タッ, うーんタップ
できれば, 一応, まあ点を取れないっていう形ではないかなと思ったので, まあ一旦, 様子




○問題 17(B3S, 実験 1 回目) 
2 エンド目の, 後攻で, 2 点ダウン, 1 エンド目に 2 点取られて, 攻めたい, 時かなって, 思
うので, うーんと, サードの 1 投目, ワンは相手の石でツーが自分たちの石なので, 私は, 
ここに, フリーズするのが良いかなと思います.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 




そうですね, できれば, まあちょっと角度をつけて, フリーズ, できれば, まっすぐにな
っちゃうと, こっちから, ガードがあって隠れて狙えないので, ちょっと角度をつけ, て, 
この辺とか, にフリーズできればベストかなって思います.  
 
(候補ショットについて) 
候補手, は, そうですね, さっきのフリーズで, ちょっと, うーん押しちゃって, 赤がこ
っちに, いって, 黄色がこっちにいって, ちょっと, 今この赤と黄色が, くっついてる状態
が, すごい, ここ, これは, この, 赤が絶対に出せなくて, 嫌なので, ちょっと, 外すってい
う意味で, ソフトウェイトで, ちょっと押すっていう, ショットもありかなと思います.  
 
(他の候補ショットについて) 
その他だと, えっと, 今, ガードがある状態で, 相手の石が, 今出せないっていう状況が
すごいつらいので, ガードを切る, まあ, もしガードを切ろうとして, 中いっちゃって, ラ





ああそうですね. えっと, 速いウェイトで, この辺に当てて, こう, やって, このセンタ
ーのラインを空けておく, というのが良いかなと思います. ピールですね.  
 
(他の候補ショットについて) 






はい. えっと, 今, 赤がワンで, その後ろに黄色があって, もう押されると黄色だけ出ち
ゃう, 不利な状況, なんですけど, 赤の上に 1 個黄色をフリーズすれば, 黄色を押してけば, 
黄色がワンで, 赤が, T 奥までいっちゃうと, もう, 後は, 弱くなっていくだけなので, この




はい. 多分, 相手はガードとかを置いてくるか, もう一回フリーズしてくるかってなるの
で, もう一回フリーズしてくるってなると, ちょっとずつ押していかないと, どんどん, 押
しにくくなっていくので, 形を崩すっていう意味で, まあ速いウェイトなり, ソフトウェイ
トなりで, この連なってるストーンを, 形を崩すっていうショットになってくると思う, ん
です, 思う, 思います. で, もし相手がガードを置いてくるようだったら, どんどん前のガ
ードをピールしていって, 最終的には, フリーズした黄色が, ワンになるように, ラストシ




○問題 17(B3S, 実験 2 回目) 
これは 2 エンド目の, 後攻で 2 点ダウンなので, ここで 1 回しっかり点数を取っておきた
い, まあでも必ずしも 2 点取れなくても 1 点でも良いのでこの偶数エンドで, 取っておきた
いなっていう状況だと思います. で, なんですけど今相手のワンがすごい強いワンがある
ので, これっだったら私は, この黄色からランバックでこっち狙っても良いかなーと思い
ます. まあでもこの後ろに黄色がついてるので, もしこれだけ出て, 赤だけ残っちゃうと嫌
なんですけど, うーん, このままだとどうしても黄色が, この赤が強くて出せないので, 一
旦ランバックして, この 4 フット内の形を変えておくのが良いのかなあと思うので, となる
とこの距離だと, テイクウェイトを直接赤に, もっていくのは難しいし, 黄色, がこっち側
にあるので, 私はランバックでいっちゃっても良いかなあと思います. なんで, ランバック
で, このセン, 中心付近の石のちょっと形を変えるっていう, 選択をすると思います. 以上
です.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 
はい, えーと, このセンターにある黄色から, の石からランバックで, こいつ狙って, こ
れは多分出るんですけど, こいつがまあこっち, 後ろの方へいったり, してちょっとこの, 




候補は, うーん, もし曲がるアイスだったら, この辺に, までも, この辺までもってきて
ちょっと押せれば, これがちょっと後ろまでいって, これもちょっとずれる, これかっちり
くっついてるんで, ちょっとでも離せれば, まああと押したりして, ワンから, ワンじゃな, 
んツーにできる可能性があるかなと思うので, このがっちりくっついてる状態を今は離し
たほうが良いかなと思うので, もし狙えるんだったら直接こっち狙って, ちょっと押して
この 2 つを離すようにできればよいかなあと思います. なんでできれば, まっすぐ, 押せれ






はい, えっとこれランバックだったら, 結構ウェイトを上げて, この赤に直接当てること
ができるので, 結構後ろのほうまで, まあこれは多分なくなるんですけど, この赤を結構, 4
フットから出すっていうことが可能なのかなあと思ったので, ランバックを, 選びました
まあ, ランバックが上手くいかなくて, あここ割れちゃても, まあ丸見えになるので, この, 
黄色が, 外せるか, もしくはこの赤が, あランバックがしっかり決まってこの赤が, 4 フット
からちょっと外れる, ような感じにできれば, 良いのかなと思ってランバックを選びまし
た. 以上です.  
 
(今後の展開について) 
はい, ランバックが決まれば, まあ赤はこの辺までいって, 黄色がまあ, ここに残ってこ
いつが, この辺いくかまあ 4 フット内で止まってればすごい良いかなあって思うんですけ
ど, そしたらまあ 2 点, 取れるチャンスが, あるかなあと思うので, スキップでしっかり, 
ドローを決めて, もしくは相手が決めてきたら, まあ押したり, 打てそうだったら打ったり
して, この状況, この, この赤を, ワンの赤を外までもっていく状況が作れたらしっかり 2




付録 3.2.6 実験 2:A1S,B2S,B3Sの実験 1,2回目の発話 (問題 20) 
○問題 20(A1S, 実験 1 回目) 
えっと 5 エンド目で, えーと黄色が 1 点ダウンの後攻, サード 1 投目. 1 点ダウンの後攻
だから 2 点取りにいきたいけど, ツーが弱いから, うーん, ツーが弱いなあ. そしたら, ラ
ンバックが 1 番強いけどランバックするともしかしたら, ツーは飛んでいくかもしれない
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から, えーフリーズもちょっと微妙だなあ. サードの 1 投目だからランバック狙っても悪く
ないかあ, うーん, そうだな逆サイドロー, 逆サイドローはでもまあ悪くないなあ, 逆サイ
ドロー, ああでも, 逆サイドローすると 3 点取れないのか, うーん, この左側の石を活かす
ためには中の石をクリーンにしないといけないから, うーん, ランバックかなあ. 決まりま
した.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 




候補手としては, えーと, そうですね, もう 1 個, この, スリーの, 赤よりも強い, 石を, 
強くなる石を, 反対側の, そうですねハウスに, ドローするっていう方法, かもしくは, え
っと T ラインより奥にこの 2 つのストーンがあるんで, この, そうですね, 同じ側の, ハウ
スに, えっと, このライン上, このライン上か, このライン, あちゃ, えーと, このライン上
に, まあ, 石が置ければ, ハウス内のこのライン上に石が置ければ, まあ強い石が作れるか
なあと思うんですけど, そうですね左右にドローするか, えー, この, T ラインより奥の, 赤
のストーンを, ヒットアンドステイで出しにいくかくらいですね.  
 
(その他の候補ショットについて) 
その他は, ないですね.  
 
(決定ショットを選択した理由について) 
そうですねえっと, 今 5 エンド目で, 1 点ダウンの, 後攻なんでえっと, 2 点を取りにいき
たいんですけど, ハウス内に自分たちの石が結構溜まってるので, これは 2 点取りにいける
チャンスなんで, チャンスなんですけど, 中に, 強いワンの赤が存在するんで, それのせい
で, えっと残りの, 黄色のストーンが全く活かせなくなっちゃうんで, ここで黄色, ああ中
の赤のストーンを, 1 回切っとくことによって他の黄色のストーンを活かせるように, する
っていう, 意味合いで, ええと中の赤のストーンを狙いにいきました.  
 
(決定されるまでの発話において, サードの 1 投目だからランバックでも悪くないという発
話があったと思うんですけれども, そちらのほうについては, どのように考えていたのか
もう少し詳しく説明お願いします) 
ああそうですね. そうですねえっと, ランバック, は, ちょっとリスクが高いんで, あん
まり後ろに人になるにつれてあんまり使いたくないんですけど, まだサードの 1 投目なん
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で, サード, こっちの石は, えっとこれで使い終わっても, 3 投残ってるんで, もしそうです
ねこの, ランバックが失敗して, えっと赤がジャムったとしても, まだ, 取り返せるかなっ
ていうチャンスが, 考えられる, チャンスの数が多いんで, そうですね, サードの 2 投目だ
ったら多分やらないと思うんですけど, まだ 1 投目で, 残り 3 投あるんで, 難しいショット
のランバック, もちょっと選択できる, かなっていう感じの考えですね.  
 
(今後の展開について) 
そうですね, このランバックが本当に成功したら, 相手は, えーと中の石をダブル, ピー, 
ダブルアウト, ダブルテイクしてくると思うんですけど, まあしてこないにしても, どっち
かの黄色に, つけにきて, まあワン, あ強いツーを作りにくると思うんですよね. えっとそ
したら自分たちは, もしフリーズされたら自分たちはもうフリーズで, 点を取りにいくし
かなくなっちゃうんで, まあ, たぶん, 相手は, 中の黄色の 2 つの石を, ダブルテイクアウ
ト, してくると思います, これでランバックで, えっと, 自分たちの, ランバックした黄色
の石が残んなかったとしても, 多分中の 






そうですね, そもそもこの, 手前の石, に当たる位置が, ちょっと右にそれちゃったりす
ると, こっちの黄色にいっちゃって, 最悪の場合自分たちの石だけ出るっていう場合, かも
しくはこの黄色の石がちゃんと当たったとして, 赤に当たる, 場所がちょっとずれちゃっ
たりすると自分たちの黄色の石, に当たって, 黄色の石が出ちゃったりする場合が考えら
れるんですけど, えーそうですね, えっと自分たちの黄色だけ出てくか, 中の, えっと赤と, 
黄色が, 1 個ずつ出てくか, えっと最悪, 飛ばした, 赤と, そのランバックした黄色の石, の
2 つが, 出てくっていう 3 通りくらいは, リスクが考えられるんですよね. うーん, まあそ




○問題 20(A1S, 実験 2 回目) 
後攻の 1 点ダウン 5 エンド, サード 1 投目, 1 点ダウン 5 エンド後攻だから, ここで 2 点
は取っておきたいから, 2 点取るには, ブランクがベストだけどハウス内が, ごちゃごちゃ
になってるから 2 点取って次でブランクを狙う, で後攻のサード 1 投目, あでもブランクが
ベストか, サード 1 投目, 後攻黄色, ワンが取られてて, で黄色がツー, で赤がスリーか. う
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ーん, そうだなあ, フリーズしてから打つでも悪くないけど, ワンの赤が強いから, うーん
黄色から直接叩くとでも, 自分たちの黄色が出る可能性あるからなあ, そうだなあ, 赤を叩
いてロールか, 中にドロー, フリーズでも悪くないな. 決まりました.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 
決定手としては, えっとドローで, 赤にフリーズ, ですね. えっと見え方としては, でき
るだけ, 見えてるほうが良いんですけどあんまり横すぎると, 後々赤を叩けなくなってし




候補手としてはえっと, そうですね, このスリーの赤, あでも, 自分たちのこの黄色のス















スクが高すぎるので, ドローで, 狙ってって確実に, えっと赤にフリーズしてから確実に赤









で, テイクを選ぶ場合には, ピールほうが安全かなと思って候補手として挙げました.  
 
(今後の展開について) 















そうですねえっとサードの 2 投目なので, えっと, センターラインにガードが 2 つあるの





前に黄色, を置いちゃったら赤は, ロールで, ヒットアンドロールで中に, もってきて, ワ
ン, あー中にもってきてそうですこの, 赤い石に, つけるのを狙ってくると思いますこれで





○問題 20(B2S, 実験 1 回目) 






-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 








候補は, そうすね, えっと, まあランバックか, それか, あの, まあ, ちょちょっとできる




あとは, あとはないですね.  
 
(決定ショットを選択した理由について) 
そうですね, えっと, まあランバックはちょっと, リスク高いかなあと思って, 今ツーに
ある, ツー, ツーの黄色に, 飛ぶ可能性もあったり, まあ色々あるんでちょっと, まあリス
ク高いかなあと思ってやめたのと, あと, 2 つ目の, この, ロールはちょっと, まあ, 結構ガ
ードも近いんで, まあ, まあ曲がりが, そんなに曲がるか分かんないので, ちょっと難易度
が, 難易度が高いかなあと思ってやめました.  
 
(今後の展開について) 
えっと, フリーズが決まった後は, まあその, フリーズした, 黄色から, 赤を, 今, 今ワン
の赤を, だ, 出す, 出しにいく, っていう感じに, したい.  
 
(もう少し具体的に教えて頂けますか) 
はい, えっと. こうなって, フリーズして, 次ちょっと相手が, どうなるかは分かんない
ですけど. まあここから, こういって, これは, ここにのこ, フリーズした, さっきフリー
ズしたのをここに残してこれを, こう. でこれを, こう. っていう, ことですかね.  
 





○問題 20(B2S, 実験 2 回目) 
5 エンド, 先攻 2 対 1 で, 後攻か, 後攻で黄色, 黄色のサード 1 投目. 1 点負けて, 1 点負け
てて, ワンは相手, ツーは持ってる. これが○○ったらうーん, ランバックか, ソフトでい
けんのかな. うーん, ガード, ランバックかー, それかそう, そしたら, こう, タップいけん
のかなこれ, 結構きつそう. うーんと, ランバック決まれば 1 番良いけど, あでも黄色のロ
ールがあるか, これ○○されたらワンになる, ○○○○○○, 前ピール, ピールしたら, 結
局ガードで, あでも一緒か, まあ良いか前からいくか, ツー取れれば. タップするかフリー
ズか, ここ, ここつけたら, 相手の, 相手こっちからなんのか, うーん. あと 4 投あればいけ
るか, こうして, ここまでこられたらきついか, いや○○○○あればいけるか.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 




候補は, そうですね最初に思ったのは, まあ前からランバック, ランバックするのか, ピ
ール, かあとは, この赤にフリーズにするか, っていうので, を思いつきました.  
 
(その他の候補ショットについて) 
他は, うーんと, ロール, これ見えてんのか, できるか分からないですけど, こう打って, 
こっちにロール, っていうのが.  
 
(ロール先について) 









そうですね, えっと, タップしにいって, あちゃうちゃう, ランバック, ランバックとか, 
ピール, ランバック狙って, あの, 自分の石がこう, えっとごちゃごちゃしすぎて, あれな
んですけど, 自分の石になんか, こう, 飛ぶ, 飛ぶ, こうなった, 自分の石飛んじゃったら
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こう, 形的にしんどいので, まあやめとこうと思ってランバックは. で, まあそうすねフリ
ーズいったら, まあ相手, まだこっち側からドロー, この辺入られちゃうんで, タップで T
ラインぐらいまで押せれば, まあ相手の, こっち側のドローも防ぎ, 防いで, 後は, ここと
ここの今, タップしにいった黄色, さわ, を, 触りにくるの, 難しい, 結構触りづらいかな
って思って, まあタップが, 良いかなと, 思いました.  
 
(もう一度ご説明お願いできますでしょうか) 
えっと, はいえっと, タップし, タップじゃないフリーズしにいくと, 相手の, 右側から. 
そうつけて, まだこの, こっちからこの辺まで入ってこれそうなんですよね, なんでまあタ
ップして, ちょっと押せれば, 防げるかなあって思って, この右側の相手のドローを, で, 
でこのシューターも, ガードをわ, センターにガードがあるので, うーん相手がこう, 打ち




そうですね. 展開, うーん, まあ黄色が, そうですねもう形がもう, 展開は, うーんと, そ
うですねまあ, まあセンターガードの裏に, センターガードの裏に, 1 つ, いやでも相手は, 
まあセンターガードの裏に隠しつつ, 相手の石た, うーん, ソフトで, ソフトというか, ち





○問題 20(B3S, 実験 1 回目) 
5 エンド目の, 1 点ダウンの後攻. なので, サードの 1 投目, で今, ツー丸見えだけど, ツ
ーを持ってるっていう状況, なので, このときだったら, うーん, そうですね, ここに, フ
リーズが良いと思います. 以上です.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 
はい. このナンバーワンの赤い石の上に, フリーズ, が良いと思います.  
 
(フリーズについては, 左からということでしょうか) 
そうですね, こっちに置くと, 次, ここから押すってなった時に, この赤い石が黄色い石





候補手としては, うーん, この, まあさっきと一緒になっちゃうんですけど, 今, この黄
色が, ナンバーワンの赤のガードのなってるので, この黄色を, ピールするっていう, のも, 
さっきみたいに, ランバックが狙える可能性があるので, 黄色から赤の, これも, ピールも
ありかなっと思うのと, まあここに見えてるスリーの黄色があるので, これをヒットロー
ルで, この辺のサイドの, サイドガードの後ろに, 自分たちの黄色を置いておくっていうの
も, 選択肢としてはあると思います.  
 
(他の候補ショットについて) 
その他は, うーん, まあ特に, ないですかね.  
 
(決定ショットを選択した理由について) 
えーと, まず, この赤いストーンからロールは, これ, まあ, 決まって, 全然悪くないん
ですけど, 一応まだ, サードの, 今サードの 1 投目なんですけど, 結局最後こいつを, この
ナンバーワンの赤をどうにかしないと, いけないので, まあ, 最初にこっち, やっても良い
んですけど, まずは, このナンバーワンの赤に触っても, 良いのかなっていうのもあるので, 
こっちよりも, まず, ワンの赤, を何とかしたいなあって思って. で, ランバック, えーピ
ールもしくはランバック, も, まあ決まれば良いんですけど, これがこういって, こういう
風に赤がジャムって黄色だけ出ちゃうっていう, のがあり得なくはなくって, まあ難しい
っていうのもあって, ちょっとリスキーかなっていうのもあるので, それを, 踏まえた上で, 
こっちにフリーズして, 後から押して, 赤を後ろに下げるっていうのが, 一番リスクが少な
いプラス, まあ, 決めやすい, まあフリーズ難しいんですけど, やりやすいショットかなと, 
思います. 以上です.  
 
(今後の展開について) 
はい. フリーズした後は, まあさっきも言ったんですけど, こう押して, 黄色を何とかツ
ーまでもっていければ, その後は, まあ, こいつをロールして, 3 点目を狙ったり, 普通にド
ローをして, 3 点目を狙ったりして, 複数得点狙える, ように, すれば, まあ 2 点取れれば, 1




○問題 20(B3S, 実験 2 回目) 
5 エンド目の, 1 点ダウンの後攻なんで, えっとまあしっかり 2 点取っておいたほうが良
いかなあと思います. で, 後攻のサードの 1 投目, で, うーん, うーんこうなると今ワンが




を選ぶと思います. 以上です.  
(了) 
-------------------- (以降 質疑応答) --------------------  
(決定ショットについて) 






候補手は, そうですね, うーん, まあうーんどうなん, もし, あんまり候補手が思い浮か
ばないんですけど, これを打っても, 結局これが強いので, あんまり意味ないですし, 多分
これ結構隠れてるので, 候補手, とすればもしこの赤が見えてるのであれば, この赤を, 打
って, ちょっと後ろまで, もっていくようなウェイトで押す, っていうのもありかなと思い




うーんそうですね, まあ, 見えてなかったら, もっとウェイトを落としてバックラインぐ
らいのウェイトで, 中を狙って押すような感じでもし前に当たっちゃってこう, なって割
れても, ダブルロールになっちゃっても, そしたらこの赤丸見えになるんで, プラス黄色が
2 つハウスの, ハウスに入るので, うーんそうですね候補手でいったら, センターの, この










はい, えーとまあ, そうですね, この中を狙いつつ, まあ当たっちゃってダブルロールに
なっても良いし, ベストはこれを押せればベストっていうさっき候補のやつも良いんです
けど, やっぱちょっとウェイトが難しかったり, えっと, コールが難しいショットではある
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んで, どうせだ, いや, うーんここに置いておく, まあこれ前になっちゃっても, 前から狙
えるので, 5 エンド目で, まあ, そうですね, まあこの, ナンバーワンの赤が強いので, ちょ
っと外したいのでやっぱフリーズ, しておいて後から押したり, どうにかこのナンバーワ
ンの赤を動かせる, ような形に, しつつ自分の石も残せるっていう, センター付近に残せる
っていう意味で, ガードを置いておくと, 複数点取りやす, ガードじゃなくてフリーズしと
くと, 複数点その, 取りやすくて良いショットなのかなあと思います. もし前になっちゃっ
ても, まあ難しいけど, ランバックは狙えるし, 長くなっちゃって, グンって押しちゃても, 
ガードから見える位置になるので, 後から打てるようになったり, とかってするので, まあ





これからランバックってことですか. あーこれからだと, うーんともし, これから打っち
ゃうと, これもしまっすぐ, やったとしてもちょっとこっちに, この右側に当たるだけでこ
っちに飛んでいっちゃうんですよね. で, えっと, ここにジャムっちゃうので, ちょっと怖
いかなと思って, まあこれからのランバックも, 悪くはないと思うんですけどちょっと, こ
っちからランバックするよりは, もしここで手前に止まって, こっちからランバックする
ほうが私は簡単かな, ジャムるリスクも少ないし, 簡単かなあと思うので, しかもここにフ
リーズしておくほうが, こいつからランバックするよりも簡単かなあと思うので, ここで
ランバック使うよりは, もう少し後で使ったほうが良いのかなあと思います, 今ここでラ
ンバック使ってジャムっちゃったり, 黄色だけなくなってもう 1 回同じようにガードを置
かれたりしてもう 1 回とかってなるよりは, フリーズで手前にやったほうがランバックす
る位置としては, とかタイミングとしては良いのかなあと思います. 以上です.  
 
(今後の展開について) 
はい, しっかりここにフリーズ決めれれば, まあ相手は, もう 1 個フリーズしてくるか, 
って感じだと思うんですけど, なんとかしてこの, 赤を外して, もししっかりフリーズでき
れば, こっちから, ランバック, この状態でランバックすれば, 絶対にこの黄色にジャムん
ない位置で, こいつだけ飛ばせるので, そうですね, そういう感じで, えっとスキップでこ
の, 石をつたえながら, なんか押したりして, こいつを出してしっかりワンツーを取れれば
良いかなと思います. で, 2 点以上取れ, 取って, 次のエンド, を迎えれれば良いのかなあっ
て思います. 以上です.  
(了) 
